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伝 統的漁撈における技能の研 究

下北半島 ・大間のババガレイ 漁一

秋 道 智 彌*

An Ecological Survey on the Slime-flounder Fishery at Oma, Japan 

 Optimal Fishing and Human Skills 

Tomoya  Aximicm

   Traditional spearfishing for slime-flounder (Microstomus achne) 
in the coastal waters of Oma on Shimokita Peninsula, in northern-
most Honshu, Japan, was surveyed from an ecological point of view. 

   The results of the study are presented as follows. 
1) The spearfishermen's fishing activities are limited by their 

   individual prowness. 
2) There is a great variation in individual skills as revealed in the 

   difference of the catching rate per unit time, the total catch per 
   capita, the frequency and the type of errors, and the choice of 

   fishing gear. 
3) Skills in spearfishing are regarded as adaptive in terms of 

   ecology, since the population of slime-flounder are selectively 
   exploited in terms of size and amount of catch; so that a constant 

   catch has been maintained. 
4) Recent introduction of the longline and the gill net for slime-

   flounder fishing has brought a rapid increase in the total yield; 
   however, smaller sized fish which used to be ignored have now 

   come to be exploited. As a result, a problem of over-fishing 
• will probably occur in the near future . 
5) Spearfishermen had to cope with technological changes. Few 

   could continue  spearfishing; some changed from spearfishing to 
   the more mechanized, but less skillful longline and/or gill net. 

   Others were forced to abandon spearfishing and reduced to 
   small scale fishing such as octopus fishing and abalone spearing. 

   Only a few old fishermen continue to spear fish, utilizing their 
   experiences from old days.
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6) Technological changes in slime-flounder fishery show that the 
   skills are rapidly disappearing which had contributed to main-

   tain an ecological balance between the fishermen and the fish 

   population, as well as the traditional way of life in the fishing 
   village.
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    一 その社会学的考察一

 3.技 術の習得
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IX.お わ り1( .

1.は じ め に

 本稿の目的は,日 本の一漁村における伝統的漁業を,技 術論的な角度から検討する

ことにある。

 わが国で,漁 業民俗の調査が開始された昭和初期は,伝 統的地先漁業から,沖 合志

向の近代的漁業への転換がおこなわれはじめたときである。民俗学の分野では,こ う

した漁業の転換期にあって,伝 統的漁業を復原 ・記録することに大きな関心がはらわ

れた[桜 田 1973:69-134]。 しか し,そ の後,さ まざまな社会的 ・経済的変化が大

規模に進行するなかで,近 代化以前の伝統的漁業や伝承は,急 速に変貌,な いし消え

さろうとしている。とくに,漁 携技術の変化 ・発展はいちじるしく,調 査自体 も困難i
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に な りつ つ あ る。 現 存 す る伝 統 的漁 業 の調 査 ・研 究 は,緊 急 かつ 重 要 な課 題 で あ る と

い わな けれ ば な らな い 。

 漁 携 技 術 に 関 して,こ れ ま で な さ れて きた 研 究 は,民 俗 学 に お け る生 活 伝 承 の 研 究

[柳 田,倉 田 1938;柳 田 1949;桜 田 1959;最 上 1973;・宮本 1973],渋 沢 敬

三 を 中心 と して お こな わ れ た 明治 前 の 漁 具 ・漁 法 の研 究[日 本 学 士 院編 1959],豆 州

内浦 漁 民 史 料 の 集 成 に お け る史 的研 究[渋 沢 1972a,1972b,1973]な どに み る こ と

が で き る。 ま た,水 産学[農 商 務 省 水 産 局 編 1912;宮 崎 1960;金 田1977]・ や,

漁 業 経 済 学[羽 原 1957;清 水,小 沼 1949;近 藤 1953;平 沢 1961]な ど の 分 野

で も,漁 携 技 術 は ひ ろ く と りあ つか わ れ て きた 。

 以 上 の 研 究 で は,漁 携 技 術 の物 質 面 で あ る漁 具 と,そ れ を もとに して お こな わ れ る

漁 法 に,も っぱ ら分 析 の焦 点が あて られ て い る。 この こ と は,諸 外 国 の漁 携 技 術 の研

究[ANELL l955;HORNELL l950]に お い て もあ て は ま る。 つ ま り,漁 携 技 衛 は,

漁 具 ・漁 法,あ る い は生 産 手 段 や,物 質 文 化 を構 成 す る一 要素 と して,も っぱ らあ つ

か わ れて きた 。

 しか し,漁 携 技 術 自体 は,漁 具 ・漁 法 の み を さす ので はな い 。技 術 が実 際 に行 使 さ

れ るた めに は,さ ま ざま な技 能(skill)が 必要 で あ る。 つ ま り,技 術 は,道 具 とそ れ

を もちい る個 体 の 知識 や能 力 の体 系 の こ とを さす 。 技 能 とい わ れ る内容 は,漁 期 や漁

場 の選 択,漁 具 の製 作 や 操 作 の 方法,対 象 生 物 の生 態 や 習 性,な ど の 知識 に 関 す る知

的 技 能(mental or intellectual skiil)と,一 本 釣 りにお け る手 の 「合 せ 」 や,突 き ん

      もり

棒 漁 に お け る鈷 の操 作 に お け る よ うな,知 覚 ・運 動 技 能(perceptual&motor skills)

と に わ け て 考 え る こ とが で き る。 な お,用 語 上 の 問 題 か らす る と,技 能 は,技 法

(techniqlle)と は 異 な る。 お の おの の技 法 は,道 具 と道 具 を もちい る個 体 の技 能 に よ

って成 立 す る。 こ う した 技 法 の 体 系 が技 術 で あ る[CHAPPLE&CooN 1947:223] 。

ま た,技 術 と経 済 とは互 い に異 な った 内容 を さす が,用 語 上 の不 明確 さか ら1 しば

しば 混舌Lが生 じた こ とが指 摘 され て い る 「且ERSCOVITS l 952:57-58;FIRTH・1970:

1-28]。 最 後 の問 題 につ い て は,本 論 で と くに触 れ な い。

 従 来 の漁 襟 技 術 の分 析 は,上 記 の よ うな点 を 研 究 視 野外 に お き,ほ とん どの場 合,

簡 単 に ふれ る に と どま って い る[岡 1958:9-28;高 桑 1976:36-81ユ 。 漁携 にお け

る 技能 の 問題 は,渋 沢 敬 三[1962:22-31]に よ って,若=F,と りあ げ られ て炉 る。

渋 沢 の 場合,漁 携 を分 類 す る さい の基 準 と して 技 能 を と りあ げ た と は いえ,個 体 の 技

能 が漁 携 技 術 の重 要 な 要素 で あ る ことを 指 摘 した 点 は,評 価 す べ きで あ る。 ま た,大

塚 柳太 郎[1977:281-296]は,漁 民 の活 動 を し らべ,個 体 差 を もた らす 要 因 と して
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技 能 の問 題 を と りあ げ て い る。

 本 論 で,技 能 の 問 題 を重 視 す る のは,そ れ が 個 体 や 集 団 の生 存 上0重 要 な適 応 的 意 義

を もつ,と 考 え られ る か らで あ る[WATANABE 1971:272-274;サ ー ヴ ィス1972:

16-..]。 た とえ ば,漁 携 や 狩 猟 の す ぐれた 腕 前 の持 ち主 が ,経 済 的 ・社 会 的 な恩 恵 を,

他 の個 体 より多 く う ける,と い う民 族 誌 的 事 実 「PORTENS 1931:109-ll4;OsGooD

l940:446;WATANABE 1964:21]が 示 す よ う に,技 能 は,生 存 上,重 要 な役 割 を

もって い るの で あ る 。

 また,狩 猟 ・漁 携 に か ぎ らず,技 能 を評 価 す る こと に よ り,個 体 や集 団 が,ど の程

度,技 術 の 進歩 や新 しい技 術 導 入 に対処 で きる のか,と い う問 題 を考 え る糸 口が つ か

め る。 つ ま り,新 しい生 活 様 式 へ の 適 応 の 問 題 と技 能 は密 接 につ な が って い る ので あ

る[PRovINs et a1・1968:484-493]。 筆 者 も,マ グ ロー 本 釣 りの技 術 が,個 体,年

齢 層,あ るい は地 域 集 団 に と って,そ れ ぞ れ どの よ うな役 割 を もつ の か とい うこ と に

つ いて,考 察 を試 み た こ とが あ る[秋 道 1977:94-109] 。

 技 能 の 研 究 は,こ れ まで お も に労 働 科学 や心 理 学 の領 域 で あつ か わ れ て き た[石 井

ほか 1967:34-・129;LEGGE 1970]。 これ らの 研 究 で は,お もに作 業 の標 準 化 ・合 理

化 や,技 能 の メ カ ニ ズ ム の解 明 に力点 が お か れ 前 述 の よ うな,人 間生 活 に お け る個 体

や集 団 の 適 応性 に 関 す る意 義 づ け と視 点 が欠 落 して い る。 方 法 論 的 に い え ば,技 能 を

評 価 す るた め の計 量 的デ ー タ は不 可欠 で あ る が,漁 携 技 術 にお ける技 能 を,実 際 の活

動 場 面 で 測 定,比 較 す る こ とは 困難 な こ とが あ り,実 験 室 的 手 法 を 適用 で き な い場 合 が

多 い 。しか し,い くつ か の計 量 可 能 な 指 標 を も とに,技 能 を 研 究 す る こと は重 要 で あ る。

 以 上 の 諸 点 に立 脚 して,筆 者 は,伝 統 的 な漁 掛 技 術 に関 す る調査 を お こ な った 。 直

接 的 な考 察 の 対象 は,青 森 県 下 北 半 島 の大 間 に お いて,冬 季 お こな わ れ るバ バ ガ レイ

突 き漁 で あ る。

皿.資 料 と 方 法

 調 査 は,1971年12月 よ りユ972年2月 末 ま で の期 間 を 中心 に お こな い,補 助 的 に1973

年6月,9～10月,1977年8月 に再 調 査1)を お こな った 。

 本 報 告 に も ちい た お もな資 料 は,筆 者 の観 察 と面 接 調 査 に も とつ い て い る。 記 載 さ

れた 資 料 と して は,大 間漁 業 協 同 組合 の鮮 魚 水 揚 高 台 帳 と業 務 報告 書,漁 業 セ ンサ ス

な ど に よ った 。

1) 昭和52年 度文部省科学研究費補助金(一 般研究B)「 採集経済と初期農耕 における食糧資源

 の計量的研究」の助成 による調査をふ くむ。
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 ババガレイ突き漁の活動記録は,乗 船調査を通 じて得た。突き活動の時間は,ス ト

ップ ・ウォッチを使用 して計測 した。1972年1～2月 における乗船回数は8回 である。

乗船できなかったものをふくめ,個 別的な面接は,原 則として漁獲のあった当日のう

ちにすべて完了する方法をとった。記憶の正確さを期するためである。

 漁獲高は,各 漁師の属する家の屋号別に台帳に記載されている。実際に活動をおこ

なったものを確認 しているので,屋 号はそのまま特定の漁師をあ らわすものと考えて

よい。ただし,同 船者の歩合に相当する漁獲高が,同 船者の屋号で記載されているこ

とが,た まにある。 だいたい,全 漁獲高の3～3.5割 に相当する金額が,歩 合として

支払われる。この場合,同 船者の歩合を突 き漁師の漁獲高にふくめて計算をおこなっ
                                                        コ                            

た。 した が って,資 料 の数 字 は,あ る漁 師 が い く らの 金 額分 の バ バ ガ レイを と った,
        む                                                               り                    

とい う こ とで は な く,何kgの カ レイを 突 い て と った か,と い う内 容 を あ らわ して い る。

 台 帳 の記 載 が,あ る漁 師 の1日 分 のす べ て の漁 獲 高 と一 致 す る か ど うか,と い う問

題 が 残 る。筆 者 の調 査 に よ る と,数 枚 か ら10枚 く らい の バ バ ガ レイ は,お かず や シ ン

ル イ へ の贈 答 品 と して 消 費 され るの が 普通 で あ った。 バ バ ガ レイ を突 く一 方,タ コや

ナマ コを と る こ と もあ り,こ う した漁 獲 物 も,台 帳 に記 載 され ず に,お か ず と して 自

家 消 費 され る こ とが あ った 。 さ らに毎 年,12月 末 ご ろに 漁獲 した分 の うち,ふ つ う数

十 枚 の ババ ガ レイ は,正 月 料 理 用(お もに,煮 付 け用)と して 使 わ れ る ことが,し ば

しば 観 察 さ れ た。

 バ バ ガ レイ の1枚 の 重 量 は,小 さい もので6009前 後,卵 巣 の肥 大 化 した メス の 大

型 の もの で1,5009程 度 で あ る。 した が って,1枚 の平 均 重 量 を1kgと して も,10枚

で10kg前 後 の誤 差 が 考 え られ る。 正月 前 に は,台 帳 に 記載 され な い分 は30～40 kg

に もな る可 能 性 が あ る。 しか し,記 載 され た漁 獲 高 の 何 割 増 しか の数 字 を,一 律 に あ

て はめ る こと は,す べ て の 個 体 に つ い て,す べ て の 期 間 の事 実 が 確認 さ れて い な いの

で 無 意 味 と思 わ れ る。 過 去10年 間(1967～1977年)の 漁 獲 高 を集 計 す る に さい して,

計 算 上,い っさ い の 自家 消 費 や 贈 答用 の分 を無 視 した 。

 対 象 とす る漁 師 の,バ バ ガ レイ突 き漁 へ の依 存 度 は,相 当 な開 き が あ る。 極 端 な場

合,1年 間 に1日 だ け漁 を お こな った とい う例 もあ る。10年 間 に連 続 して 漁 獲 の あ っ

た もの は,5人 にす ぎ ない 。10年 間 に1日 で も漁 獲 した もの とな る と,ユ00人 あ ま り

い る 。 そ の ど ち らを 対象 と して選 ん で も,比 較 の 上 で は適 切 で な い と考 え られ る。 そ

こで,漁 獲 日数 が10年 間 に,20日 以 上 の漁 師28人 を 便 宜 的 に 抽 出 した。 この28人 は,

10年 間 の漁 獲 高 合 計 の 順 位 が,1位 か ら28位 ま で にふ くまれ,最 低 の漁 獲 高 は約650kg

で,最 高 は約18,900kgで あ る。以 上 が,資 料 を選 ぶ さ い に考 慮 した 諸 点 で あ る。
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図1大 間 の 位 置 図

 調査地の大間は,下 北半島の本州最北端部に位置 し,津 軽海峡にのぞむ。大間崎の

背後には,標 高15～20mの 海岸段丘がひかえ,集 落はこの段丘面上にある(図1)。
                        オコツペ

行 政 上,大 間 は 大 間町 に属 し,大 間町 は大 字 大 間 と大 字 奥 戸 に わ か れ る。 以 下,大 間

と は,調 査 を お こな った 大 字 大 間 の こ とを さす もの とす る。最 終 調 査 時 点 の,1977年

7月 末 に お け る大 間の 人 口 は5,700で,大 間 町全 体(7,947人)の 約72%に あた る。 大

間 の 戸 数 は1,431で,大 字 奥 戸 の3倍 近 くあ る。1975年 の 国勢 調 査 に よ る と,大 間 の

15才 以 上 の 就 業者 総 数 は2,959人 で あ る。 そ の う ち,漁 業 を い と なむ もの が1,796人

(60.7%)で,も っ と も多 い。 つ いで,卸 売 業 ・小 売 業 が363人(12.3%),サ ー ビス

業 が272人(9.2%),建 築 業 が169人(5.7%)と な って い る。 農 業 は56人(1.9%),

林 業 は36人(1.2%)と 少 な い。 そ の他 は,267人 で あ る。

皿.大 間における漁業

1.漁 業 の 概 要

1) ネ ツキ モ ノ漁 業

大 間 の地 先 は,岩 礁 性 の浅 海 で あ る。 この海 域 は,良 質 の コ ンブ,ア ワ ビ を は じめ,

707



国立民族学博物館研究報告  2巻4号

ウニ,ワ カ メ,テ ングサ な どの,固 着 性 ま た は移 動 能 力 の あま りな い底 生 性 資 源 に富

ん で い る21。 これ らの 資 源 は,岩 礁 地 帯 に生 息 す る こ とか ち,ネ ツキ モ ノ とよ ばれ て

い る。 ネ ッキ モ ノ の ネ(根)と は,暗 礁 の こ とで あ る。 ネ ッキ モ ノは,共 同漁 業 権 の

設 定 され た漁 場 内 で採 捕 され,漁 業 協 同 組合 の 口 明 け ・口止 めに よ る共 同体 規 制 を う

け る。
                          かぎ

 漁 具 と して は,木 製 や鋼 鉄製 の突 き刺 し具,ね じ り鎌 鉤,熊 手,あ るい は ビニ ール

・パ イプ 製 の ね じ り具 な どの,い わ ゆ る雑 漁 具[宮 崎1960:332-363;森 山 1972:

72-83]が も ちい られ る。 これ らの漁 具 に は,鋼 鉄 製パ イ プ,ホ グ と よば れ る木 製 の

棒,さ らに竹 が 順 番 に 連結 さ れ る 。10～20mの 長 い漁 具 は,全 体 で ふ つ うホグ とよ

ば れ る(附 図 】-1参 照)。

 ネ ッ キ モ ノを と る漁 業 は,1人 な い し2～3人 が 組 とな り,1～2屯 前 後 の動 力船

に同船 し,お こなわ れ る。1人 が ガ ラス箱 で海 底 を のぞ きな が らホ グ を あ やつ り,海

底 の ネ ツ キ モ ノ を採 捕 す る。 この 人 の こ とを,ホ グ ッ キ と よぶ 。補 助 と して 同船 す る

人 は,カ イア ワ セ ま た は ケ ア ヒ と よ ばれ る。 ケ ア ヒの役 割 は,漁 船 が シオ(潮 流)に
                            かい

流 され な い よ う,あ るい は,ホ グ ッキ が 活 動 しや す い よ うに,罹 や エ ンジ ン ・ク ラ ッ

チの 操 作 を お こな う。 もち ろん,船 の 位 置調 整 の ほ か に,採 捕 され た ネ ッキ モ ノを漁

具 か らはず し,甲 板 上 で整 理 す る の もケ ア ヒの 役 目で あ る 。

 ホグ を使 う以 外 の ネ ッキ モ ノ を と る漁 業 と して は,ウ ニ のか ご縄 漁 と,マ ンケ に

よ る コ ン ブ漁 が あ る。 前 者 の場 合,直 径45 cmぐ らい の 鉄製 わ くの 円形 網 か ごを,

1.5m間 か くで はえ な わ の よ うに500個 つ け,か ごの な か に ホ ンダ ワ ラな どの 海 ソ ウ

を入 れ,海 底 に沈 め る。 ウニ が海 ソ ウを食 べ に か ごの 中 に 入 るの で,こ れ を 引 き上 げ
                                          

て とる 。後 者 に も ち い る マ ンケ は,い か り形 の鋼 鉄 製 漁 具 で,2本 な い し4本 の つ め
             えいこう

がついている。 これを漁船で曳行 し,海 底のコンブを根元か らおこして採捕する。い

ずれも,2～3人 によりおこなわれる。漁船のかじ操作をするもの(カ ジ トリ)以 外

に,補 助として同船 し,カ ジ トリを助けるものも,や はりケアヒという。ホグッキや

カジトリは,通 常,成 人の男性が,ケ アヒは女性や子供Jま たは老人が担当す る。漁

船の規模は,2～5屯 である。

   2) ナガ レモ ノ漁業

 日本海を北上する対馬暖流は,そ の多 くが津軽海峡を通り,太 平洋へ流出する(津

軽暖流)[木 村ほか 1956:239-303]。 津軽暖流と沿岸流との間には,潮 目が形成さ 0

れるので,漁 場としての立地条件はよい。津軽海峡域と,大 間の地先の岩礁帯は,と

2)主 要 な漁携 対象生物の一覧 は0附 表1を 参照のこと。
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も に魚 類 資源 に富 んで い る。 とれ る魚 種 は2),イ カ,マ グ ロ,ブ リ,カ レイ,タ イ,

マ ス,ヒ ラメ,サ メ な どで あ る。 これ らの 自由水 面 を遊 泳 す る魚 類 は
,潮 流 に の って

移 動 す る こ とか ら,ナ ガ レモ ノ と よば れ て い る 。

 漁 法 と して は,手 釣 り,底 釣 り,流 し釣 り,は え な わ な ど の釣 り漁,刺 し網,流 し

網,定 置網,底 建 て 網 な どの網 漁 が あ る。 この うち,イ カ,マ グ ロ,ブ リ,タ イ な ど

は,2～5屯 の動 力 船 で 単 独 に よ る一 本 釣 りが お こな われ る。 イ カー 本 釣 り は,機 械

化 され た5～10屯 級 の漁 船 に,3～4人 が乗 り こんで お こなわ れ る こ と もあ る。 各 種

の網 漁 や は え な わ漁 に は,通 常,カ ジ ト リ以 外 に,1～2人 が 同船 す る。 以 前 お こな

わ れ て い た イ ワ シの 巻 き網 漁 や,マ グ ロの大 型 定 置網(大 謀 網)漁 に は,最 低6人 の

人 員 が必 要 で あ った とい う。 ナ ガ レモ ノ を とる漁 業 に従 事 す るの は,ほ とん ど成 人 の

男性 で あ り,女 性 や 子 供 の 参 加 は ご くまれ で あ る。

 以 上 の よ うに,大 間 にお ける漁 業 を,ネ ッ キ モ ノ と ナガ レモ ノ とい う,対 象 生 物 の

存 在 様 式 に よ って わ け る こ とが で き る。 活 動 は,男 女 の分 業 が あ る と して も,ほ とん

ど家 族 単 位 で お こな わ れ る小規 模 な もので あ る。 こ こで ま とめ と して,現 在 お こ なわ

れて い るお もな 漁 業 種 類 を,対 象 生 物 別 に示 す 。 (・)内 は,漁 具 また は 漁 法 を 示 す 。

(1) ネ ッキ モ ノ漁 業
    かぎ                  ひ

 コ ンブ(鉤,ね じ り具,マ ンケ曳 き),ワ カ メ(ね じ り鎌),テ ングサ(さ さ ら),ア カ

ハ タ(熊 手),エ ゴ(ね じ り鎌),ア ワ ビ,サ ザ エ(突 き刺 し具) ,ウ ニ(は さみ 具,か ご

縄),カ レイ(突 き刺 し具),タ コ(突 き刺 し具)

(2) ナ ガ レモ ノ漁 業

 イ カ(一 本 釣 り,小 型 定 置網),マ グ ロ(一 本 釣 り),タ イ(一 本 釣 り),ブ リ(一 本 釣

り),ソ ィ,ア イ ナ メ(一 本 釣 り,刺 し網),ヒ ラ メ(一 本 釣 り),マ ス(一 本 釣 り,流 し

網),タ コ(一 本 釣 り),サ メ(刺 し網,は えな わ),カ レイ(刺 し網,は え な わ),サ ン

マ(刺 し網),タ ナ ゴ(刺 し網,小 型 定 置網 ,底 建 て 網)

 2.漁 業 の 推 移 と 現 状

 1976年 度 にお け 多 大 間漁 業 協 同組 合 の 資 料 に よ る と,組 合 を 通 じて 委託 販 売 さ れ た

漁 獲 物 の 総 金 額 は,約7.5億 円 に の ぼ る。 この う ち,も っ と も大 きな 比 重 を 占 め る の

が イ カで1・4億 円(全 体 の18・6ｰ0),つ い で ウ ニ が1.1億 円(14.3ｰ0),マ グ ロが9,200万

円(12・2%),サ メ が6,900万 円(9・2ｰ0)と つ づ く。 コ ンブ,ワ カ メ な ど の海 ソ ウ類 は

6,200万 円(8・2ｰ0),ア ワ ビ とサ ザ エの貝 類 は4,900万 円(6.5%)と な って い る。 海 ソ ウ

類,ウ ニ,貝 類 な ど の ネ ツ キ モ ノの合 計 額 は,約2.2億 円で,全 体 の29.0%を 占 め る。
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 つ ぎ に,同 じ報 告 資 料 よ り,お の おの の漁 業種 類 と着 業 数(従 事 した漁 船 数 の 概 算)

との 関係 を み る。 表1に 示 した よ うに もっ と も着業 数 の 多 い のが コ ンブ とワ カ メ採 取

で あ る。 つ ぎ に,ウ ニ か ご とイ カー 本 釣 りが200と 多 い。 着 業 数 が100以 上 の もの は,

この ほか マ グ ロ,ブ リ,タ コな ど の一 本 釣 り,エ ゴ,ア カハ タ な ど の海 ソ ウ採取 で あ

る。 大 間 に お け る漁 業 経 営 体(年 間30日 以 上,漁 業 を 営 ん だ世 帯)の 数 は,1973年 度

の漁 業 セ ンサ ス の資 料 で は594で あ る 。 この数 字 か ら類 推 して も,コ ンブ,ワ カ メ な

どの海 ソウ採 取,ウ ニ か ご,イ カ や マ グ ロ の一 本 釣 り は,現 在 も っと も重 要 な漁 業 で

あ る こ とが わか る。 こ こで,前 述 の漁 業 セ ンサ ス と組 合 の 資料 な ど に よ り,漁 船 の総

数 や規 模 の変 動 につ いて 触 れ て み よ う。

 大 間 に動 力船(電 気 着 火式,4馬 力 の エ ンジ ン塔 載)が 最 初 に導 入 さ れ たの は,1928

年 の こ とで あ る。 そ れ まで は,く るま擢 に よ る手 こぎ式 の 磯 舟 が 使 わ れ て いた 。磯 舟

の ほ か,川 崎船 とよ ば れ る8～9人 乗 りの 帆船 が,夏 期 の イカ 釣 りに もち い られ て い

た[桑 野 ほ か 1970:421-435]。 動 力 船 の な い 時代 に は,「 釣 りは土 用 か ら」 と言 わ

れ て い たが,動 力船 の使 用 に よ り,6月 末 か らで も操業 が可 能 とな り,漁 期 が拡 大 し,

しか も漁 業 生 産 が増 加 す る契 機 とな った 。

 戦 時 中 は 出漁 規 制 もあ り,動 力 船 は全 体 で20隻 ぐ らい に しか 普及 しな か った 。 戦 後

の1953～54年,国 庫補 助 に よ る整 備 資 金 導 入 に よ り,沿 岸 漁 業 育成 政 策 が打 ちだ され

た 。 そ して,チ ャ ッカー 組合(電 気 着 火 船 を もつ漁 民 の あつ ま り)を 中 心 に,漁 船 の

動 力化 や基 金 の 借 り入 れ に よ る新 造 船 の普及 化 が推 進 され た 。 電気 着 火 式 か らデ ィー

ゼ ル式 の推 進 機 関 が導 入 され た の も この頃 で あ る。

 一 方,従 来 か らの ネ ッキ モ ノ を とる漁 業 は,漁 場 や資 源 量 に限界 が あ り,動 力 船 増

加 を促 進 す る要 因 と もな った。 ユ953年 か ら58年 に か け て は,ち ょう ど コ ンブ な どの ネ

ッキ モ ノ の不 漁 年 で あ り,そ の 打開 策 と して 沖合 漁 業 へ の転 換 が組 合 を 中心 にす す め

られ た 。 具体 的 に は,1958年 以 降,沿 岸 漁 船 整 備 要綱 に もとづ き,動 力船 の建 造 ・改

造 の た め の資 金 が,各 種 金 融機 関 よ り貸 与 され た 。 当時 の額 と して は,4年 間 で2,000

万 円以 上,対 象 件 数 は ユ06に も達 した。 また 北 海 道 ウ トロへ の入植,北 洋 サ ケ ・マス

流 し網漁 業 の独 航 船 の チ ャー ター な ど もお こな わ れ た。

 大 間 漁業 協 同組 合 の資 料 に よ る と,1960年 以 降,無 動 力 船 が 激 減 し,動 力船 が 顕 著

に増 加 した こと がわ か る(表2)。 これ は,沖 合 漁 業 専 門 の 漁船 の新 増 と と も に,無 動 力

船 が あ らた に船 外 機 付 きの 小 型 動 力船 と して 転 換 され た こと に も よ る。 動 力船 の なか

で3屯 以 上 の もの は,1971年 ま で の11年 間 に8倍 も増 え て い る。 こ う した規 模 の船 は,

イカ0本 釣 り漁 業 を お もに お こな う。 漁 船 数 の 経 年変 化 は,図2に 示 した通 りで あ る。

710



秋道  伝統的漁携における技能の研究

           表1 年間の主要な漁業種類 と着業漁船数(1976年)

      数字は,着 業漁船数を,Aは 釣 り漁, Nは 網漁, Mは 雑漁具による漁を示す。

釧
月

123456789101112
 巳       1        巳       巳        聖        邑        1       璽                巳        巳

漁法

イ カ.

マグロ

タ コ

ブ リ

カ レイ

サ メ

ソ イ

タナゴ

アイナメ

ヒラメ

アワ ビ

ウ ニ

(かご縄)

ウ ニ
(突 き)

 A

 A

 A

 A

A,M,N

A,N

A,N

 N'

A,N

 A

 M

 M

 M

コ ン フ
M

ワカ メ M

エ  コ M

ア カハ タ

テ ングサ

M

M
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表2漁 船 の 規 模 と 船 数 の 変 化

  年
一

無動力船
動   力   船

合  計
3屯未測3-・ ・屯1・ ・屯以上1小 計

1950

1955

1960

1968

1971

540

477

405

280

80

127

188

371

594

724

5

6

5

15

41

0

0

0

2

2

132

194

376

601

767

672

671

781

881

847

図2漁 船 数 の 経 年 変 化

 以上のような漁業の動向に対する漁民の対応に注目する必要がある。1950年 代後半

以降の動力船の増加 ・大型化により,あ らたにイカ,マ グロの一本釣り漁業に着手す

る漁民が増加 した。はじめて漁業に着手 した若い漁民も,よ り機械化された一本釣り

漁業へと関心をむけていった。そして,ネ ツキモノ漁業は,次 第に若者に敬遠される

ようになる。その結果,現 在,40～60歳 代の中 ・高年齢層の漁民がネッキモノ漁業を,

10～30歳 代の青 ・壮年齢層の漁民が,ナ ガレモノ漁業を,そ れぞれ中心的に担 うよう

になってきたのである。興味あることに,ネ ッキモノ漁業においても,2つ の異なっ

た漁法が,漁 民の年齢層によって分化するという事例が観察される。コンブ漁には,
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ホグ を 使 う方 法 と,マ ンケ曳 きに よ る方 法 が あ る 。 ホグ は,ガ ラス箱 で海 底 を 見 て突 く

こと ので き る浅 海 で 使 わ れ,中 ・高 年 齢 層 の漁 民 が お もに 操 業す る。0方,マ ンケ曳

き は,ホ グ を使 うよ り も深 い 海域 で お こなわ れ,こ れ に は青 ・壮 年 齢 層 の漁 民 が参 加

す る。 コ ンブ漁 に お いて も,伝 統 的 な ホグ に よ る漁 法 が,親 か ら子,世 代 か ら世 代 へ と

継 承 され て きた時 代 と は,明 らか に様 相 が異 な って きて い るの で あ る。 この よ う に,漁

業 の近 代 化 に と もな って,ネ ッ キ モ ノ漁 業 と ナガ レモ ノ漁 業 の相 対 的 な比 重 は変化 し

て きて い る。年 齢 に よ る漁 法 の ち が い は,如 実 に漁 業 の 変 遷 を示 して い る とい え よ う。

 ホグ を 使 う漁 法 に は,一 定 の 訓練 と技 能 の習 得 を 要 す る もの が多 い。 は じめ てす ぐ

にで も,ア ワ ビや コ ンブ を 人 並 み に と る と い うわ けに は い か な い。 以 前 は,小 学 校 卒

業 時 か ら沖 に 出 て訓 練 を 積 み,20歳 す ぎ に は一 人 前 の 漁 師 と して漁 を お こな う こ とが

で き た。 社 会 的 に も,よ くと る人 は 「一 番 漁 師 」 と して 評 価 さ れ,ア ワ ビや コ ンブ を

とれ ない 人 は,「 ナマ ゴ漁 師」 と して さ げす ま れ て い た 。 一 本 釣 り に お いて も,マ グ

ロ釣 りの よ うに技 能 が 重 要 な漁 業 で は,「一 番 漁 師 」に な るた め の努 力 が 小 さい 頃 か ら

な され て い た[安 倍 ほか 1970:511-518]。 しか し,教 育 の 普及 ・義 務 化 の 徹 底 によ

り,高 校 卒業 ま で は十 分 な 訓 練 期 間 が与 え られ な くな った 。 そ の かわ り,無 線 機 や魚

群 探 知 機 な どの装 備 を もつ 漁船 の台 頭 で,若 者 は一 本 釣 り漁 業 に容 易 に着手 し,は じ

めた 当 初 か ら,一 定 の 水 揚 げを あ げ る こと がで き る よ うに な った ので あ る。

 ご く最近 まで,ホ グ のみ に依存 した漁 業 とい え ば,ワ カ メ,テ ン グサ な どの海 ソ ウ

採取,ア ワ ビやバ バ ガ レイの 突 き漁 ぐ らい の もの で あ った 。 しか し,バ バ ガ レイ 突 き

漁 も,新 し くは え なわ 漁 が は じめ られ る こ と に よ り,さ ま ざ ま な変 化 を強 い られ る こ

とに な った。 漁 業 近 代 化 の な か で変 革 期 に あ るバ バ ガ レイ漁 を 例 と して,漁 携 技 術 の

分 析 を試 み る こと は,き わ めて興 味 あ る こ とで あ り,調 査 は緊 急 を要 す る。

 これ ま で に も,漁 携 技 術 の 変化 と,社 会 や 経 済 上 の 変 化 ・対 応 につ いて論 究 した 研

究 が い くつ か あ る[FIRTH l966;NAsoN 1975;SMITH 1977]。 しか し,技 能 に

着 目 して,漁 携 技 術 の 変 化 を 扱 った研 究 は ない 。筆 者 は,以 下 の論 考 で,バ バ ガ レイ

漁 を事 例 と して,漁 携 技 術 と技 能 の問 題 を と りあ げ る。

IV.バ バ ガ レ イ漁 の技 術 体 系

ユ.自 然的条件 と漁期

 バ バ ガ レイ Microstomus achne(JORDAN&sTARKs)は,ふ つ うナ メ タガ レイ と も

い い,カ レイの 仲 間 の な か で も分 布 域 が 広 い 。 北 は樺 太,千 島 か ら,太 平 洋 岸 は駿 河
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湾 ま で,日 本 海 岸 で は博 多 ま で 分 布 す る[松 原 1955:1276]。 しか し,漁 業 資 源 と

して利 用 されて い る と こ ろは,東 北 や北 海 道 の 太平 洋岸 に ほ ぼか ぎ られ る。バ バ ガ レ

イ資 源 の ほ とん ど は,沖 合 底 び き網 漁 に よ り漁 獲 され て い る。 沿 岸 水 域 で は,刺 し網,

はえ な わ,突 きな ど に よ る漁 業 が お こな われ て い る。 と くに漁 業 の 対 象 とな る の は,

成熟 した生 殖 腺 を もつ ババ ガ レイ で あ る。 卵 巣 の肥 大化 した メ スの バ バ ガ レイ は,非

常 に美 味 で あ り,経 済 的 に も商 品 価値 が高 い。

写真1 上 ババガ レイ。やすで突き刺 した跡が残 ってい る。

    下 イワシカゴに入れ られたババガ レイ。1か ごに約35kgは いる。
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 石 戸[1962:71-78,1967:45-59]に よ る と,11月 か ら2月 に か け て,北 海 道 太 平

洋 沿 岸 ぞ い に,産 卵 回遊 の た め南 下 す るバ バ ガ レイ の群 が み とめ られ る とい う。大 間

に お い て も,12月 中旬 か ら沿岸 部 にバ バ ガ レイが 産 卵 の た め 回遊 して くる。 大 間 で漁

獲 され るババ ガ レイが,北 海 道 の 太平 洋 岸 ぞ い に南 下 す る移 動 群 の一 部 で あ るの か,

あ る い は別 の水 域 に繁 殖 場 を もつ 群 で あ るの か,に つ い て は よ くわ ゐ〉って いな い 。 し

か し,漁 の は じま る12月 中 旬 に,大 間 の 西 側 沿岸 の岩 礁 帯 の しか も西 斜 面(日 本 海 よ

り)に の み,バ バ ガ レイが 発 見 され る。 この こ とか ら考 えて,津 軽海 峡域 に生 息 す る

群 で あ る と推 定 され る。盛 漁 期 は,1月 か ら2月 に か け て の時 期 で あ り,バ バ ガ レイ

の産 卵 と と も に漁 は終 る。

 と ころで,卵 巣 が どの程 度,成 熟 した か は,卵 巣 の 重量 に対 す る,魚 体 の相 対的 な

図3 ババ ガ レイ Microstomus achne(JoRDAN&sTARKs)メ ス 個体 の生

   殖 腺 成 熟 度 指 数 の時 期 的 変 化(1971年12月26日 ～1972年2月19日)

   W:総 重量(グ ラム)w:卵 巣 重 量(グ ラ ム)KG:卵 巣 成 熟 度指 数

   (KG-1・ ・×W讐w)
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重 量(魚 体 総 重 量 と卵巣 重量 の差)の 比 率 を 比 較 す る こ とに よ って 知 る こ とが で き る。

そ こで,漁,_ r"=のあ った 日に,バ バ ガ レ イを 数個 体 ず つ 購 入 し,卵 巣 の 重 量 比 を調 べ た。

計 測 に さい して は,上 皿 天 坪 を も ちい た 。 ま ず,バ バ ガ レイ の総 重 量(W;単 位 は グ

ラム)を はか り,つ い で卵 巣 の部 分 を摘 出 し,卵 巣 重 量(w;単 位 は グ ラム)を 計 測 し

た 。 生 殖 腺(卵 巣)の 成 熟 度 指 数(KG)は, loO w/w-wと して あ らわ す こ とがで

き る[石 戸 1967:45-49]。 資 料 と して も ちい た の は,1971年12月26日 か ら1972年2

月19日 ま で の期 間 に漁 獲 され た もの か ら,任 意 に抽 出 したバ バ ガ レ イの メ ス個 体,42

枚 で あ る。

 図3に は,バ バ ガ レイ メ ス個 体 の 生殖 腺 成 熟 度 指 数 の時 期 的 変 化 が 示 され て い る。

これ に よ る と,KGの 値 は,12 .月に は10か ら12ま で で あ るが,2月 に は20を 越 え る も

のが 見 られ る。3月 分 の資 料 はな い が,排 卵 後 のKGの 値 は,相 当,低 い こ とは 予想

で き る。 この よ うに,バ バ ガ レイ漁 は,バ バ ガ レイ の生 殖 腺 の成 熟 期 に お こな わ れ る 。

2.バ バ ガ レイ漁 の推 移

 1977年 現在,大 間 に お いて バ バ ガ レイ は,は え な わ,刺 し網,突 きの3種 類 の漁 法 に

・よ って 漁獲 さ れ て い る
。 この う ち,は え なわ と刺 し網 が 着 手 され た の は,い ず れ も この

5年 以 内 の 出来 事 で あ る。 そ れ ま で は,も っぱ ら突 き漁 が お こなわ れ て きた の で あ る。

 表1に 示 した よ うに,現 在,大 間 で冬 季(11～2月)に お こ なわ れ て い る お もな漁

業 種 類 は,バ バ ガ レイ漁 の ほか,ア ワ ビ突 き,ウ ニ突 き,タ コ0本 釣 り,サ メ刺 し網

な どの 漁 で あ る。 ア ワ ビ突 き は,夏 か ら秋 に か けて の コ ンブ漁 と と もに,こ れ ま で大

間 の 漁 業 の 中 心 で あ った 。 冬 季 の漁 とい え ば,ア ワ ビ突 き を さ した の で あ る。一 方,

タ コや サ メ は,今 日 ほ ど商 品 価 値 が あ った わ けで は な く,操 業 す る もの も少 な か った。

バ バ ガ レイ に して も,ア ワ ビほ どの経 済 的重 要 性 は な か ったの で あ る。 とい うの は,

戦 前,鮮 魚類 は,漁 業 協 同 組合 を通 じて共 同販 売 され る コ ンブ や ア ワ ビ と ちが って,

小 売 りに よ る 自由 販 売 制 度 が適 用 さ れて い た 。バ バ ガ レイ の値 段 も安 く,価 格 の変 動

も大 きか った。 あ る漁 民 の 話 に よ る と,戦 前,バ バ ガ レイ突 き は,何 で も とれ る 名人

を 別 に す れ ば,ア ワ ビを突 け な い もの や,シ オ の い い時 だ け とる もの が 多 か った とい う。

戦 後 ま もな くまで は,お か ず と り用 と して の性 格 が 強 か った とみ な す こ とが で き る。

  しか し戦後 に な って,鮮 魚類 が コ ンブ や ア ワ ビな ど とと もに共 同販 売 さ れ る よ うに

な り(1947～48年 以 降),バ バ ガ レイ突 き をお こな う漁 民 が 増 え た 。 漁 業 組合 の 資料

に よ る と,1951年 の1～2月 の ババ ガ レイ漁 獲 高 は,3,000 kg,1957年 の1～3.月 分

は,19,485kgと な って い る。 経 年 変 化 につ いて の詳 細 な資 料 はな い が,お かず と り

716



秋道  伝統的漁携における技能の研究

用の時代から,バ バガ'レイの商品化が進むにつれ,少 なくとも4～5倍 か ら10倍以上

(1964年の1～3月 分の漁獲高は,37,206 kg)も の漁獲高が記録されたことになる。

共同販売制は,生 産上昇の転機となった。 しか し,戦 後かならず しも年々,漁 獲高が

増加 したわけではない。アワビはババガ レイより商品価値がす ぐれていたこと,バ バ

ガレイ突きが,ア ワビ突きにおとらず技術的にむつか しい漁業であったことなどか ら,

突き漁をおこなうことのできる漁民は,そ れほど多 くはなかったのである。そのため,

ババガレイ突きが,大 間の大多数の漁民に浸透することはなかった。漁獲高の方 も,

年間で最高40ト ンまでであった。

 ババガ レイ漁の第2の 転換期は,1971年 以降のことである。1971年 の12月,大 間と

津軽海峡をはさんだ北海道側の戸井町のババガレイはえなわ漁船が,大 間の地先沖で

操業 した。そのことを,大 間の突き漁師が組合 に報告 した ことが,そ もそもの発端と

なった。戸井のはえなわ漁船は,大 間の共同漁業権漁場外で操業 したとはいえ,そ の

出現は,大 間のババガレイ突き漁師に少なか らぬ衝撃を与えた。このままでは,自 分

たちの海からババガ レイがいなくなる,と いう危惧がもたれた。それと同時に,漁 民

のなかには,突 き漁でな くとも,バ バガレイをとれるのではないかという考えが出は

じめる。それまで,は えなわ漁は,シ オが早いとか,海 底地形が複雑で漁に適さない

とか,人 手が足りない,使 うエサの種類がわか らない,と いったようなさまざまな理

由でおこなわれなかった。

 県の許可,戸 井の組合 との操業協定,漁 具の購入と準備,北 海道厚岸よりエサのア

サ リの購入などがととのい,実 際にはえなわ漁が開始されたのは,1972年12月 のこと

である。当初,25組 のはえなわ船が船団を組んで操業 した。なかには,そ れまで突き

漁をおこなっていた漁師も,若 干ふ くまれていた。1972年12月 から翌年3月 までの間

に,は えなわ漁による漁獲高は,突 き漁による漁獲高の3倍 以上にも達 した。1973年

12月からは,あ らたにはえなわ漁をはじめるものも増え,漁 獲高は50ト ンを越えた。

 1974年 には,大 間の漁民のなかに,は えなわ漁の成功から刺 し網漁をはじめるもの

があ らわれる。下北半島の東部にある尻屋の岩屋地区では,す でにババガレイの刺 し

網漁がおこなわれており,大 間の漁民,数 名が岩屋の漁民から情報を得て,そ の年の

冬か ら刺 し網漁を開始するに至った。刺 し網漁は,は えなわ漁にくらべ,漁 具づくり

の手間もそれほどなく,突 き漁やはえなわ漁より有効な漁法と予想された。はじめの

年は,は えなわ漁ほどの漁獲をあげることはなかったが,次 の年からあらたに刺し網

漁をはじめるものや,は えなわ漁か ら刺し網漁に切 りかえるものもあらわれた。漁獲

高は,は えなわ漁や突き漁によるよりも,は るかに大きな結果をもたらした。
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 以 上 の よ うに,1972年 を境 と して 新 しい2つ の漁 法 が 相 次 い で導 入 され た 。 この 時

期 は,バ バ ガ レ イ漁 の推 移 のな か で,第2の 転 換 期 に あた る。 図4に は,1シ ー ズ ン

(12.月と翌 年 の1～3月)の バ バ ガ レ イ漁 獲 高 の経 年 変 化 が,漁 法 別 に10年 間 にわ た

って 示 され て い る。バ バ ガ レイの 漁 獲 高 は,は え な わ漁 の開 始 に よ り急 増 した こ と は

明 らか で あ る。 その 後,刺 し網 漁 の開 始 に よ り,は え な わ漁 によ る漁獲 高 は急 激 に減

少 す るが,全 体 と して は平 均 して50ト ンを 上 回 る 数字 が 持 続 して い る。 ま た,突 き漁

に よる漁 獲 高 は,は え な わ漁 の 開 始 年 か ら,徐 々 に減 少 して い る こ とが わか る。 漁 獲

高 の 推移 に見 られ るよ うに,は え な わ漁 や 刺 し網漁 の技 術 体 系 は,突 き漁 の 場 合 と く

らべ て,非 常 に異 な って い る とい え る。 つ ぎに,具 体 的 な漁 具 や 漁 法 の 検討 か ら,技

能 の 問題 を 明確 に して ゆ こ う。

図4 バ バ ガ レイ漁獲 高 の 経年 変 化(1967.12～1977.3)

(漁獲高の数字は,各 年 度の12月 か ら翌年3月 末までの合計を示す)
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3.バ バガ レイ漁 に おけ る漁 具 ・漁 法 ・漁場 ・魚 体組 成 の問題

  1) 突 き 漁 の 漁 具 ・漁 法

 バ バ ガ レイ突 き漁 に は,ホ グ ツ キ漁 と,ド ン ッキ とい う鉛 製 のお もりを 使 った ドン

ツキ漁 が あ る。 いず れ も,海 底 のバ バ ガ レイを や す で突 き刺 して 漁 獲 す る。

 ホグ に よる突 き漁 で,と りつ け られ る突 き刺 し具 自体 は,鋼 鉄 製 のや す で あ る(長

さ約0・lm)・ や す の他 端 を平 ≒ く し,鋼 鉄製 パ イ プ(長 さ2・3m)と つ な ぐ。 鋼 鉄製

パ イプ に は
,長 さ6mの 木 製 の棒(ホ グ)を 接 続 し,他 端 に も う1本 の ホ グ を つ な ぐ。

さ らに,約9mの 竹 を ホ グ につ な ぐ。 この 竹 の他 端 に,長 さ1.5～3mの 短 い 竹 を

つ な ぐ こと も あ る。 連 結 部 は,丈 夫 な綿 糸 を 使 って しば る(図5)。 ホグ は,全 長 で

20～25mに 達 す る。

 ホグ に よ る突 き漁 は,ふ つ う2人 に よ って お こ

な わ れ る。1人 が ホ グ で ババ ガ レイを 突 き,も う

1人 は補 助 の役 割 を はた す 。漁 場 につ くと,ま ず

ホ グ ッ キ は場 所 を確 か めて か ら,い か りを お ろす 。

つ ぎに,ガ ラス箱 を 口 に くわ え,船 の側 部 に脇 腹

を あ て が い,海 底 を のぞ きバ バ ガ レイを 探 す 。 対

象 を発 見 す る と,ホ グ を潮 上 か ら流 しなが らお ろ

し,バ バ ガ レイ を突 く。 ケア ヒは ホ グ を垂 直 にた

て た り,船 の 位 置 を調 整 した りす る。 ホグ ツキ が

カ レイを 突 くと,ケ ア ヒは,海 中か らホ グ を あ げ,

やす に突 き刺 さ った カ レイ を はず す 。 そ してふ た

た び,ホ グ を 垂 直 に た て る。 以 上 の よ うに して,

ババ ガ レイを つ ぎつ ぎ と突 い て ゆ くわ けで あ る。

 ガ ラス箱 で み え る海 底 の 範 囲 はか ぎ られ て い る。

その た め,船 を前 後,左 右 に移 動 しな けれ ば な ら

ない 。船 の前 後 の動 き は,ケ ア ヒが エ ン ジ ンの ク

ラ ッチ 操 作 に よ りお こな う。 ま た,船 の側 部 上 端

に は,歯 形 状 に溝 を刻 み こん だ 木 の板 が と りつ け

られ て い る。 い か り綱 は,そ の 歯 形 の 間 に は さ み

こみ,端 は擢 を 固定 す る支 柱 に繋 索 され て い る。

ホ グ ッ キが 船 を 少 し回転 しよ うとす るさ い は,歯

形 に は さ ん だ いか り綱 の 位 置 を少 しず らす 。船 の

図5 ババガ レイ突 き

   刺 し具(ホ グ)の

   模式図
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写真3 ババガ レイ突き漁。右がホグツキ,左 がケ アヒ。

ともの方にずらすと,船 は時計 と逆回りに回転 し,船 の舳先の方にず らすと,時 計回

りに回転する。船を左右に移動しようとするときは,い かり綱をのばしたり,引 きよ

せたりする。こうして,前 後左右の海域をくまなく探すことができるのである。

 ドンッキ漁にもちいられるのは,重 さ約7kgの 鉛製のおもりの先にやすをとりつ

けた漁具で,他 端は丈夫なロープが結ばれている。ババガレイを突くさいには,お も

りを海底近くにおろし,バ バガレイの少 し上からおもりを落すわけである。原理的に
     さお

は,ホ グ の 竿 の 部 分 が ロ ー プ にな った だ けで,カ レイを 突 くとい う点 で は変 りが な い。

 ドン ツキ 漁 が は じめ られ た の は,1940年 代 の前 半 以 降 と思 わ れ る。 当 時,ア ワ ビ の

資 源 保 護 の た め,ホ グ を使 う漁 法 が,冬 季 に か ぎ り3年 間,禁 止 され る こ とが あ った 。

いわ ゆ る,ホ グ ドメ と よ ば れ た時 の こ とで あ る。バ バ ガ レイ とい え ど も,ホ グ は使 え

な か った の で,前 述 の ドンッ キ漁 が ひ ろま った の で あ る。 しか し,現 在,ド ンッ キ を

お こな う もの は,そ れ ほ どい な い。 こ の点 につ いて は,後 に述 べ る こ とに す る。

2) はえなわ漁の漁具 ・漁法

 ババ ガ レイを と るた め の は え な わ は,底 は え なわ で あ る。大 間で は,バ バ ガ レイ の

ほ か ア ブ ラッ ノザ メ も底 はえ な わ漁 に よ り漁 獲 され る。

 は え なわ は通 常,ザ ル の上 に巻 くよ う に して 準 備 す る。1つ のザ ル に は,約75m

の 長 さ の ケ タ ナ ワ が入 る。 ケ タ ナ ワに は,約3mご とに ヤ メ が結 ばれ,ヤ メの 先 に

バ リが つ け られ る。 バ リに は,ア サ リの む き身 の エ サ をつ けて 使 う。1ザ ル に は,
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100本 の バ リが つ け られ る。 ヤ メの,ケ タ ナ ワに結 ぶ 方 は,太 さ4号 の ク レモナ 糸 で,

長 さは約60cm,ク レモ ナ糸 の 他 端 に 太 さ1号 以 下 の ア ミラ ン糸 を結 ぶ。 長 さ は約

45cm。 そ の先 に,タ イパ リを つ け る。

 1ザ ル 分 の ケ タナ ワを,だ いた い,10～ ユ5枚分 つ な ぎあ わせ る。 ケ タナ ワの両 端 に は,
                             う き
ア ンカー を と りつ け,2つ の ア ンカ ー は,海 面 上 の ガ ラス玉 の浮 子 と ロー プで 結 ばれ

る 。漁 に は,こ れ を1つ の単 位(1ハ ナ シ)と して,2組 か ら数 組,用 意 す る(図6)。

 漁 場 で は,は え な わ を うち(ナ ワウ チ),バ リにバ バ ガ レイ が かか るの を ま つ(ナ ワ

マ チ)。 ナ ワマ チ の時 間 はだ いた い,10分 か ら60分 以 内で あ る。 頃 を 見 は か ら って ナ

図6 バ バ ガ レ イ 刺 し網 と は え な わ
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ワを あ げ,バ バ ガ レイを バ リか らはず し,別 の は え な わ を うつ 。 この よ うな作 業 を 数

時 間 に わ た って く りか えす 。 操 業 に は,船 の か じ取 り操 作 をす る もの の ほ か,は え な

わ を う った り,船 上 に あげ るさ いの 人 員 と して,1～2人 が 必 要 で あ る。

 は え な わ漁 をお こな うた め に は,漁 貝 を 準 備 しな け れ ば な らな い。 「は え な わ は,

沖 半 分,家 半 分 」 とい わ れ る よ うに,漁 具 づ く りに,非 常 な 手 間 を 必要 とす る。1人

で5枚 か ら10枚 分 の はえ な わ をつ くるの に,丸1日 かか る と い う。 ま た,一 度 使 った

は え な わ を,元 の 使 え る状 態 にす るた めの 作 業 は非 常 に時 間 が か か り,家 族 が 総 出で

お こな わ な けれ ば な らな い 。漁 具 の 消 耗 度 が は げ し く,エ サ とな るア サ リの単 価 も高

い た め,突 き漁 と くらべ,漁 具 に投 入 され るエ ネ ル ギ ー と金 額 は,か な り大 き い ので

あ る。

  3) 刺 し網 漁 の 漁 具 ・漁 法

                      たん

 ババ ガ レイ を とる刺 し網 は,底 刺 し網 で あ る。1反 の 網 は,幅40 m,た つ は3.3m
   あみめ       め                        めあ る

。 網 目 は,       4寸目(約13cm四方)で,た つ に25目 あ る。網 の上 端(ア バ タナ)に
        う き

は,合 成 樹 脂 製 の 浮 子 が,約1.5mご と につ け られ る 。 網 の下 端(ア シタ ナ)に は,

       ちんし

約749の 鉛 製 の沈 子 が,約1.5mご と につ け られ る。1反 ご とに0石 製 の 沈 子 を つ

           たん                      とう
け る。 こ の よ うな網 を 十 数 反,横 につ な いだ もの を1ケ 統 とい う。 1ケ 統 は,lkm

               たん

以 内 と定 め られて い るの で,13～15反 の網 が つ な が れ る 。

 網 の両 端 に は,約50mのmプ が と りつ け られ,そ の先 に ア ン カー が つ く。網 を

海 底 で垂 直 にす るた め,こ の ロー プ と網 の 上 部両 端 との 間 に,別 の ロー プ が結 ば れ る。

ア ンカ ー は,水 面 のガ ラス 玉 と ロー プ で結 ば れ る(図6)。

 網 を うつ さ い に は,船 の か じを操 作 す る もの の ほ か,1～2人 が 必 要 で あ る。網 を

巻 き取 り機 で お くった り,船 上 に た ぐ りよせ る(シ テ ッパ リ)た めで あ る。

 網 を海 中 に う って か ら,ふ つ う1晩,放 置 し,翌 朝 に網 を あ げ る。 そ して,も う1

ケ統 の網 を うち,あ げた 網 を 持 ちか え る。 浜 辺 で 網 か らバ バ ガ レイ を はず し,網 の補

修 を お こな う。 冬 季 の こ とで もあ り,浜 で 長 時 間,作 業 を お こな う こと は,非 常 に 忍

耐 を要 す る。

 底 刺 し網 の場 合,網 の浮 子 と沈子 を,ど の よ うな 間 隔 で網 に と りつ け るか は,重 要

な問 題 で あ る。 シオ の はや い と き,網 が 海 底 に 倒 れ て しま い,シ オ が お そ くな って も,

も とに もど らな い こ とが あ るか らで あ る。 そ の 場合,バ バ ガ レイ は,網 にか か らな い

こ とに な る。 網 の所有 者 は,そ れ ぞれ,網 の 仕 立 て方 に工 夫 を こ らす 。浮 子 や沈 子 の

間 隔 の ちが いが,ど の程 度,最 終 的 な漁 獲 量 の差 異 に結 びつ くか,実 証 す る資 料 は な

い。 ち なみ に,こ う した 間 隔 の ちが い は,せ い ぜ い 数cm程 度 と考 え られ る。
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  4)漁   場

 バ バ ガ レイ は,コ ンブ や ア ワ ビ と ちが っそ,ネ ッ キモ ノで は な い 。 した が って,漁

業 組 合 に よ る 口明 け ・口止 め の規 制 を う け る こ とは な い。 た だ し,は え な わ と刺 し網

に よ る漁 は1指 定 を う けて い るので,操 業 区域 は,あ らか じめ定 め られ て い る。1975

      図7 バ バ ガ レ イ 漁 場 図

図の ・P1-A1・A3-A5・P3で か こまれた区域内がババガ レイ漁場 。 突 き漁 は,

ほぼ点線 内の海域(P1・A2・A4-A6-P3で か こまれ る)で,は えなわ漁 と刺 し

網漁 はゾその外側 でお こなわれ る。数字は,水 深(m)を あ ら'わす 。
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年2月7日 付けの,大 間と戸井(西 部 ・東部)の 漁業協同組合間に定められた操業協

定によると,大 間の漁民が操業できるのは,図7に 示した区域内にかぎられている。

突き漁にはこのような規制がないものの,ネ ッキモノをとる漁業とほぼ同 じ区域内で

のみおこなわれる3)。            '

 3種 類の漁法をくらべた場合,も っとも浅い海域でおこなわれるのは,突 き漁であ

り,深 さは,約7.5mか ら25mま でである。ガラス箱で海底のババガレイを発見し,

ホグを操作 して突 くことのできる深さが,お のずと限 られてくるからにほかな らない。

はえなわ漁は,12～13mか ら50mま でのところでおこなわ燕る。・刺し網漁 は,も

っとも深く,40mか ら130mの 深さの海域が漁場となる。

 刺し網やはえなわが,突 き漁のおこなわれる浅海で利用されないことには,2つ の

理由がある。第1は,海 底地形と関連した,漁 具や漁法の性格によるものである。突

き漁のおこなわれる暗礁地帯は,海 底の地形が複雑で,起 伏もはげしい。そのため,

網やケタナワを破損,消 耗する度合いが高いので,よ り平担な深いところが選ばれる。

第2は,突 き漁のおこなわれる海域以深の区域で操業することにより,異 なった漁法

間の競合を回避するという理由による。浅いところで刺し網やはえなわを使えば,突

き漁の場所にババガレイがいな くなり,ひ いては突き漁師の生活をおびやかすことに

なる。そのような事態を招 くことのないよう,互 いに共存 して操業するという立場に

たつわけである。

 しかし,実 際には,上 記の理由に基いて漁場の使いわけがなされているとはかぎら

ない。突き漁の区域への侵入がおこりうるし,実 際におこった例もある。コンブ漁の

ように,組 合が規制することはできないのである。表面化 した紛争は,ま だないよう

である。しかし,大 間以外の地域の漁民がもしこのような漁場侵犯をおかす ことがあ

れば,即 刻,大 きな問題として表面化す る恐れは十分にある。漁場権に対する漁民の

敏感な反応は,す でに1971年 の暮れに実際,お こっているのである。これと似たよう

な事態は,現 在,200海 里経済水域をめぐる国際問題にも見ることができる。

 では,な ぜ刺し網やはえなわを,浅 海でやる方がよいのであろうか。この理由は簡

単である。 産卵のため回遊するババガ レイの群は,浅 いところに,大 型の,し か も

成熟 したものが集まるからである。深いところには,未 成熟魚が分布する。つまり,

カレイなどの底魚類の場合,沿 岸域ほど小型魚が生息するという,魚 の年齢群による

3)漁 業法で いう共同漁業(一 定 の水面を共 同で 利用 していとなむ もの)の うち,ソ ウ類や貝類

 などを 目的 とす るのが,第1種 共 同漁業 であり,網 などの漁具を移動 しないように敷 設 してい

 となむ(定 置漁業 はのぞ く)の が,第2種 共同漁業である。 青森県海面漁業調整規則 や大間 と

 戸井の操業協定などによ り,バ バ ガ レイ漁の操業 区域,漁 期,漁 具 などが規制 されている。
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「す み わ け」の現 象[石 戸 1967:45-69]と は,事 情 が 顕 著 に 異 な って い る4)。 浅 い海

域 のバ バ ガ レ イ は,商 品 価値 が高 く,深 い海 域 で はバ バ ガ レイ の大 き さ も成 熟 度 も,

浅 い と ころ の もの よ り劣 るた め,単 価 は低 い。 この よ うな わ け で,本 来,深 い と ころ

で お こな わ れ る刺 し網 漁 や はえ な わ漁 が,浅 瀬 で お こな わ れ る の で あ る。

  5) 漁 法 と 魚 体 重 量 組 成,単 価 と の 関 係

 そ れ で は具 体 的 に,突 き漁,は え なわ漁,刺 し網 漁 の3漁 法 を くらべ て,漁 獲 され る

バ バ ガ レイ の 重量 組 成 に差 が あ るの だ ろ うか 。 バ バ ガ レ イの 単価 は,魚 体 の重 量 や漁

法 に よ って も異 な って い る。 ふ つ う,魚 体 がlkg以 上 の もの は特 大,6009か らlkg

未 満 の もの は 大,4009か ら6009未 満 の もの は中,4009未 満 の もの は小,と して

それ ぞ れ選 別 さ れ る。 こ の方 式 が 採用 され た の は,1972年 に はえ な わ漁 が開 始 され て

か らの こ とで あ る。 単 価 は,大 の ク ラス に選 別 され るバ バ ガ レイ を 標準 と して,特 大

の もの は そ の1割 増 し,中 の もの は2割 減,小 の もの は5割 減 に相 当す る価 格 に,そ

れ ぞ れ きめ られ る。

 漁 法 別 に み る と,は え なわ 漁 で漁 獲 され るバ バ ガ レイが も っ と も高 く,つ いで 刺 し

網 漁 に よ る もの が くる。 突 き漁 に よ る もの が,も っ と も単 価 が 低 い 。刺 し網 漁 や突 き

漁 に よ り漁 獲 さ れ た魚 体 は,網 に ひ っか か った り,や す で 突 き刺 され る た めの 傷 が 残

るの で,単 価 に して も過 少 評 価 され る。 はえ な わ に よ る場 合,ふ つ うの 釣 り漁 と同 じ

よ う に,魚 体 の破 損 は,ほ と ん ど な い とみ て よい5)。

 で は次 に,漁 法 に よ って どの程 度,漁 獲 され るバ バ ガ レイ の 魚体 重量 組 成6)に 差 異

が あ るの か につ い て検 討 して み よ う。 一 例 と して,1974年12月 か ら1975年3月 末 まで

の期 間 に漁 獲 され た魚 体 の重 量 組 成 を,漁 法 別 に示 す(表3)。 そ こで,漁 法 別 に,特 大,

大,中 と小(中 と小 を 一 括 した)が 占 め る割合 を求 め,異 な った2つ の漁 法 間で,重 量

組 成 の差 の 検 定 を お こな った 。 それ に よ る と,突 き漁 と刺 し網 漁,突 き漁 とは え な わ

漁 の間 に は重 量 組 成 の有 意差 が認 め られ た(P<0.05)7)。 しか し,刺 し網 漁 とは え なわ

4)バ バ ガ レイの 場合,150～200m以 浅 に は,体 長24～25 cm以 下 の小 型 魚 が,以 深 には,大

 型 魚 が お もに分布 す る とい われ て い る 「石 戸1967:46-47]。 本 論 で い う深 い と こ ろ とは,150m

 以 浅 の 海域 で あ って,200m以 深 の 海域 に大 型 魚 が い る とい うこ とを 否定 す る もので はな い。

5)漁 具 の対 象 物 に た いす る衝 撃 と効 果 の ちが い の 原理 か らす る と,突 き具 とはえ な わ は,突 き

 刺 し(piercer)・ 刺 し網 は,か らませ(entangler)と な る[FORDE l 958:154-1861。
6)バ バ ガ レイの年 齢 は,体 重 で な く体 長 を もと に査定 す るの が 本 当で あ るが,そ の よ うな資 料

 はな い 。筆 者 の資 料 に よ ると,12～2月 に漁 獲 され た もの の 体長 は,い ず れ も30cm以 上で あ

 った(附 図3)。 笠 原 に よ ると,25cm以 上 のバ バ ガ レイ は,6年 以 上経 過 した もので あ ると い

 う[笠 原 1953:37-481。 しか し,大 間 の もの と成 長 速 度 の ちが いが 考 え られ る。 いず れ にせ

 よ,漁 法 に よ って,バ バ ガ レイ の年 齢 に は 開 きが あ る。

7)重 量 組成 の差 の検 定 に は,K-S法(Kolmogorov-Smirnov two・sample iP,St)[SIEG肌1956:

 127-136Jを 用 い た 。
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        表3 漁法別のババガ レイ魚体重量組成(1974.12～1975.3)

漁  法
バ バ ガ レ イ の 重 量(Wkg)

合   計
w≧ ・ 1・>w≧ ・・61・ ・6>w

は え なわ 漁

   A

   B

4923.4

(15.3)

(15.3)

23174.3

(72.1)

(87.4)

4067.6

(12.6)

(100.0)

32165.3

刺 し 網 漁

   A

    B

2043.6

(14.4)

(14.4)

10325.2

(72.6)

(87.0)

1843.0

(13.0)

(100.0)

14211.8

突 き 漁

   A

    B

4200.2

(46,5)

(46.5)

4811.6

(53.2)

(99.7)

  27.0

  (0.3)

(100.0)

9038.8

A:百 分率  B:累 積百分率

漁  法 θ* 有 意 差(P〈0.05)

はえなわ漁/突 き漁

刺 し網漁/突 き漁

はえなわ漁/刺 し網漁

31.2

32.1

0.9

あ り

あ り

な し

 *e= max l sni(x)-sn2(x)1

漁 の 間 に は,重 量 組成 の有 意差 が 認 め られ な い 。 つ ま り,突 き漁 に よ り漁 獲 され るバ バ

ガ レイ は,刺 し網 漁 や は え な わ漁 に よ る もの に く らべ る と,大 型 の もの に集 中 して い る。

V.バ バ ガレイ突 き技能 の問題

 本章は,バ バガレイ漁の技術体系のなかにふくめるべきであるが,バ バガレイ突き

漁における技能の問題をとくにとりあげるので,別 に章をもうけて論じることにする。

 突き漁,は えなわ漁,刺 し網漁の3つ の漁法をくらべた場合,個 体の技能がもっと

も直接的に関与するのは,突 き漁である。はえなわ漁や刺 し網漁の場合,魚 が漁具に

かかるさい,直 接的に個体(人 間)が 関与するわけではない[渋 沢 1962:27-29]。

む しろ,い つ,ど こに網やはえなわを投げるかということの方が,は るかに重要であ

る。 しか し,漁 期や漁場の選定にしても,魚 群探知機やレーダーなどの機械力に依存

する度合は高い。その分だけ,個 体の直接的な技能は必要ではなくなる。これに対し

て,突 き漁の場合は,個 体の技術がもっとも直接的にかかわる。すなわち,バ バガレ

イが漁具にかかるのは,突 き漁師がホグ先をうま くババガレイに命中させた場合のみ

におこるのである。海底のババガレイの発見ができなかったり,突 きそ こなった りす
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ることは,漁 獲がゼロに等 しいことを意味する。漁場の選定にしても,機 械力への依

存はなく,個 体の経験にまったく依存 している。

 以上のように,バ バガレイ漁にかぎらず,漁 携活動一般には,漁 場の選択における

ような知的技能と,漁 具の操作におけるような知覚 ・運動技能が必要である。機械力

への依存度の低い突き漁の場合,ど のような技能が必要であるのだろうか。また,個

体の技能のちがいがどの程度あり,そ れがどのような意味をもつのかを探ることが,

本章のねらいである。

1.知 的 技 能

 突 き漁 の 前提 とな る,漁 期 や 漁 場 の 選 択,魚 の生 態 な ど につ い て の知 識 は,知 的技

能 とい え る 。実 際 の活 動 で は,個 体 差 や,日 時,場 所 な どに よ る変 動 が お こる のが ふ つ

うで あ る 。しか し,ま った くで た らめ に 活動 が お こな わ れ るの で は な い 。た とえ ば,1

年 の あ る時 期 に,ど こ ど こへ い けば,ど うい った 資源 が と れ る,と い った こ とは,あ

らか じめ了 解 な い し,予 測 され て い る。 しか も,こ の よ うな知 識 を も と に,毎 年,き

ま った活 動 様 式 が くりか え され て ゆ く。 つ ま り,知 的 技能 は,特 殊 な逸 脱 した行 動 で

はな く,平 均 的 にみ た お お よそ の行 動 に 関す る 様 式 を 規定 して い る ので あ る[MEAD

1937]。 重要 な こと は,知 的 技能 が,そ の性 格 上,個 体 の 条件 に よ らず,集 団 一 般 に

共 有 され て い る こ とで あ る。 こ う した 知識 は,伝 統 と して 世 代 か ら世 代 へ と,社 会 的

に伝 達 ・継 承 され て ゆ く[WYNNE-EDwARDs l 971:267-280]。

 漁 携 にお ける 知 的技 能 の うち,い つ,ど こで魚 が ど の よ う に振 舞iうか とい う,魚 の

生 態面 につ い て の 知識 と と もに[秋 道 1976:76-128],漁 をお こな う時 間 と場 所 に関

す る知識 は,も っ と も重要 か つ不 可 欠 で あ る。

   1) 漁 場 選 定

 大 間 の 沿岸 域 に は,い くつ か の ネ(暗 礁)が あ り,そ れ ぞ れ 名称 が つ け られ て い る 。

この ネ で,バ バ ガ レイの ほ か,ア ワ ビ,コ ンブ,ウ ニ な どの ネ ッ キ モ ノが採 捕 され る 。

ネの 位 置 を知 る た め に,ヤ マ タテ(ヤ マ ア テ と も い う)と い う海 上 で の 位 置 決 定 法 が

あ る。 これ は,海 上 か ら陸 上 の2な い し3方 向 の 目標 物 の 位 置 関係 を し らべ,海 上 の

位 置 を きめ る方 法 で あ る。 ヤ マ タテ は,古 くか ら沿 岸 漁 民 や 航海 者 の間 で もち い られ

た 知 的技 能 の一 つで あ る。

 大 間 にお け るヤ マ タ テ は,ふ つ う,2方 向 に あ る陸 上 の 目標 物 を 利用 して お こなわ

れ る 。 まず,陸 上 の あ る地 点 か ら,ど の 方 向 に あ るか は,デ ワヤ マ とオ ク ヤ マ とよ ば

れ る ヤ マ の位 置 の 整合 関係 に よ りき ま る。 さ らに,同0方 向(直 線)に お いて,陸 上
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か らど れ だ けの 距 離 はな れ て い る か は,ヨ セ ヤ マ とオ ク ヤ マの 位 置 の 整合 関係 に よ り

きま る。 つ ま り,2方 向 を 示 す 直線 の交 点 が,求 め る位 置を 示 して い るの で あ る。 オ

クヤ マ は,海 上 か ら見 て,陸 の遠 方 背 後 に あ る山 や ま で あ り,ヨ セ ヤ マ とデ ワヤマ は,

灯 台,浜 辺 の高 い木 立 ち,特 徴 的 な岩 礁 や 家 屋 な ど,海 岸 に近 い 目標物 を さす のが 普

通 で あ る。

 ヤ マ タ テ の重 要 度 は,漁 法 や 魚 種 に よ り異 な る と考 え られ る[五 十嵐 1977;139-

161]。 バ バ ガ レ イ突 き漁 に お いて は,非 常 に有 効 で あ る。 と い うの は,バ バ ガ レイ は

                                   ねざかな

底生性の魚類であり,表 層性の魚類はもとより,岩 礁地帯に生息するいわゆる根魚に

くらべ,運 動性はあま りない。そのうえ,バ バガレイが特定の場所に集中的に分布す

る傾向があり[小 坂 1956:284-288],漁 場自体の選択が重要となるからである。 し

かも,ヤ マタテによりきめられた位置およびその位置についての知識(底 質や地形,

図8バ バ ガ レ イ 突 き 漁 の 漁 場 図
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深 度)は,ガ ラス箱 で 海 底 を の ぞ いた り,ホ グ を海 底 に お ろす こ とに よ り,か な り詳

し く知 る こ とがで き る。

 ヤ マ タテ に もち い られ る陸上 の 目標 物 自体 や,そ の位 置 関 係 の認 知 の仕 方 は,個 体

に よ って異 な る こ とが考 え られ る。 しか し,よ く使 わ れ る ヤマ とい うの は,だ い た い

き ま って い る。 しか も,ヨ セ ヤ マー オ クヤ マ,デ ワ ヤ マー オ クヤ マ,ヨ セ ヤ マー デ ワ

ヤ マ と い う対 比 に よ って 位 置 を き め る方 法 自体 は,大 間 の漁 民 に共 通 して受 け つ がれ

て い る技能 とい え る。

 バ バ ガ レイ 突 き漁 の お こな わ れ る漁 場 は,図8に 示 して あ る。 た だ し,1つ の漁 場

とい って も,一 度 いか りを お ろ した地 点 か ら,あ る程 度,ひ ろい 海 域 を くま な く探 す

の が普 通 で あ る。 逆 に,あ る 名 称 が あ たえ られ た漁 場 の 中心 で,漁 が つ ね に お こなわ

れ ると はか ぎ らな い。 特 定 の漁 場 との相 対 的 な 位 置 を示 す た め の用 語 が い くつ か あ る

の で,以 下 に 記す 。

 ワ テ は,日 本海 側,シ タテ は太 平 洋 側 を さす 。方 位 で い う と,ワ テ は西 側 を,シ タ

テ は東 側 を 示 す 。 オ カ は,本 州側,オ キ は,北 海道 側 を示 す 。 方 位 で は,オ キ が 北 を,

オ カ が南 を,そ れ ぞ れ さす 。 この よ うな東 西 南 北 を示 す 方 位 名称 に よ り,た とえ ば,

A地 点 の ワ テ のオ カ とい え ば,A地 点 よ り南 東 の 方 向 に あ る地 点 を漠 然 と さす こ とに

な る。 直 線 距 離 で どの く らい はな れ た か を示 す た め には,「 いか り綱 を何 ヒ ロ(1ヒ

ロ は約1.8m)の ばす 」 とい う表 現 を 使 う。 た と え ば,「A地 点 の ワテ か ら10ヒ ロ,

い か り綱 を の ば した と ころ」 と いえ ば,A地 点 の東 側,約18mの 地 点 を さす 。

  2)潮 流 の 動 向

 漁 携 活 動 に と って,潮 流,す な わ ち シオ の 動 向 は,非 常 に重 要 で あ り,「 シ オが わ

るい」,「シ オが よい 」 とか,「 ワカ メ とる シオ 」 とい った 内容 の話 は,漁 民 の 日常 会

話 に よ くの ぼ る。 シオ に 関す る知 識 に は,シ オ の速 度,方 向,色,水 温 な ど,さ ま ざ

ま な 内容 がふ くまれ て い る。 筆 者 の 調 査 した,ソ ロモ ン諸 島 マ ラィ タ 島 ラウ漁 携 民 の

例 で は,シ オ(afe)の 干 満 に 関す る時 間 的 な変 化 に対 して,と くに人 び との注 意 が は

らわ れ て い た[秋 道1976:87]。 大 間 の ババ ガ レイ突 き漁 の場合,シ オ の速 度 と方 向

に対 して,よ り関 心 が む け られ て い る。

 大 間 で は,日 本 海 か ら太平 洋 へ 東 流 す る津 軽 暖 流 を,ク ダ リシオ,逆 に,西 流 す る

シオ を,ノ ボ リシ オ と よぶ。 ふつ う,干 潮 か ら満 潮 にか けて クダ リシオ が,満 潮 か ら

干 潮 に か け て ノ ボ リシオ が い く。 た だ し,そ の逆 の場 合 も あ る。 月令 の上 で,満 月 や

新 月の 頃 は,シ オが よ くひ くの でオ オ シオ とい い,上 弦,下 弦 の 頃 は,コ シオ とよぶ 。

上 弦 か ら満 月,下 弦 か ら新月 の間 は,.コ シオ マ ワ リ,満 月 か ら下 弦,新 月 か ら上 弦 の
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間 は,オ オ シオ マ ワ リと い う。干 潮 時 か ら シオ が満 ち る時,シ オ が 北 方 の北 海 道 側 に

む か う。 乙の シオ(の 流 れ)の こ とを デ シオ とい う。 満 潮 か らシオ が 引 きは じめ る 時,

シ オが 本 州 側 に む か う 。 こ の シオ の こ とを,ッ ッ コ ミシ オ とい う。1カ 月 の 間 に,ノ

ボ リシオ→ シオ ガ ワ リ(シ オ が とま る こ とを さす)→ クダ リシ オ→ シオ ガ ワ リ→ ノボ リ

シオ,と い う周 期 が く りか え され る。 季 節 に よ り,春 と夏 に は夜 間,シ オ が よ く(速

度 が お そ い),昼 間 は シオ が わ るい(速 度 が は や い)。 秋 か ら冬 は,逆 に,昼 間 の シオ

が わ る く,夜 間 はよ い 。

 ババ ガ レイ突 き漁 で は,シ オ が はや い と,ホ グ が シオ に流 され る。 バ バ ガ レ イの 真

上 で い った ん,ホ グ を 静 止 して か らね らい をつ けて 突 くこ とが 困難 に な る。 シオ が は

や す ぎ る と,両 手 で ホ グ を 停 止 す る こ とす らで き な くな る。 シオ の流 れ が漁 船 や ガ ラ

ス箱 に あ た り,水 泡 を 生 じ,海 底 が 見 に く くな る こと も あ る。 この よ うに,シ オ が は

や い と,突 き漁 に お け る活 動 の効 率 は低 下 す るの で,な るべ く,シ オ の い か な い時 に

漁 をお こな う。活 動 は,旧 暦 の 何 月 何 日に は,何 時 ご ろ か ら,ど の よ うな はや さで,

ど の方 向 に シオ が流 れ る か,と い う知 識 を前 提 と して お こなわ れ るの で あ る。

図9 シオ と方 位 に関す る模式 図
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 漁 場 や シオ につ い て の 知識 は,次 の よ う にま とめ る こ とが で き る。 ワテか らシ タ テ

に む か うの が クダ リシオ で,シ タ テ か らワテ に む か うの が ノ ボ リシオ で あ る。 オ カか

らオ キ にむ か うの が デ シオで,オ キ か らオ カ に む か うの が ツ ッコ ミシオ で あ る。 この

こ とは,大 間 が,下 北 半 島 の最 北 端 部 に あ り,津 軽海 峡 に面 して い る,と い う地 理 的

条 件 と密 接 につ な が るだ ろ う(図9)。

 2.知 覚 ・運 動 技 能

  1) バ バ ガ レ イ の 発 見

 バ バ ガ レイ は,海 底 の 岩 盤 と よ く似 た色 に体 色 を 変 化 させ て い る。 いわ ゆ る,擬 態

(mimicry)で あ る。 突 き漁 師 に よ る と,大 きい もの ほ ど,見 つ け に く く,小 型 の も

の は,見 つ けや す い とい う8)。 ま た,バ バ ガ レイ の オ ス個 体 は,運 動 が活 発 で あ る

が,メ ス 個体 は静 止 して い る場 合 が 多 く,見 つ け に くい とい う。バ バ ガ レイ の 産 卵 行

動 の 飼 育 実 験 に よ る と,や は りメ ス個 体 は,動 きが な い こ とが 確 か め られ て い る[佐

藤 1960:80-84]。 この よ うに底 質 の 色 と ま ぎ らわ しいバ バ ガ レイ を発 見 す る に は,
                                 はんもん
一種の慣れが必要である。見つけるために,体 表面中央部近くにある卵形の班紋やヒ

レの動きを目安にするという。ふつう,見 慣れるのに1年 以上かかるとされている。

  2) ホ グ 操 作
    しおかみ

 ホグを潮上から両手でおくりなが ら海底近 くにおろし,バ バガレイを突 くには,正
  ねら

確 な狙 い を 要 す る 。 シオ が はや い と き には,足 で 固定 した りい か り綱 を,少 しず つ の

ば した りた ぐりよせ た り しなが ら突 くこ とが あ る 。 ケ ア ヒに合 図 して,船 を前 後 に移

動 させ る こ と もあ る。 こ う した 手 足 の連 動 に よ る突 き動 作 は,も の を狙 って 命 中 させ

る運 動 と基 本 的 に 同 じ性 格 の もの で あ ろ う。 狙 い(aiming)の 正 確 さ に 関す る技 能 の,

実 験 室 的 研 究 はな され て い る が[BEGBIE l959:65-75;CRAIK 1947:56-61],突

き漁 の よ うな 実 際 場 面 で は,突 き の命 中 率 が も っ と もよ く技 能 の程 度 を示 す と思 うの

で,こ れ につ い て は,あ らた め て述 べ る。

 突 き技 能 で,も う一 つ 問 題 な の は,や す の先 端 部 と バ バ ガ レイ との距 離 感 の 認 知

(depth perception)で あ る。 ガ ラス 箱 で の ぞ い た ときの,や す と海 底 のバ バ ガ レイ

との 間 の距 離 が 正 確 に判 断 で きな い と,目 標 ま で ホ グ が とどか な か った り,そ ば の岩

を突 く こ とにな りか ね な い 。 突 き漁 師 は,こ の よ うな失敗 を,「 眼 が わ る くな った 」

とか,「 カ ンが にぶ った 」 た め 「チ ャポ ンをす る」 とい う。 「チ ャポ ン」 と は,海 底

8) アワビの場合 も,殻 に海 ソウがよ くはえている大型の ものは見つ けにくく,小 型 の もの は,見

 つけやすい という。
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ま で の距 離 が実 際 よ りも近 く見 え るた め,ホ グ を 支 え る右手 が,水 中 につ か って しま

う時 の 音 の こ とを さ して い る。 この 「チ ャポ ン」 の 回 数 は,実 際,観 察 に よ り確 か め

たの で,後 述 す る。 と くに こう した 失敗 は,年 を とる と と もに増 え る とい う。

 バ バ ガ レイ 突 き 漁 に は,以 上 のべ た よ う な 知 的 技 能 と知 覚 ・運動 技 能 が 要 求 され

る。 実 際 は,乙 う した2つ の 異 な る技 能 が 統 合 され,活 動 が お こな わ れ る[LAUG肌IN

l968:304-320]。 した が って,技 能 を研 究 す る さ い に,活 動 の 性 質 自体 や傾 向 な ど

か ら,技 能 を 検 討 す る必要 が あ る。

 これ まで の 技 能 の 研 究 は,お もに,outputを 指標 とす る か,ヒ ト個 体 の機 能 を検

査 ・測 定 した もの を 指 標 とす る方 法 を 通 じて な され て きた。・outputの 量 や そ の差 異

に し ろ,機 能 検 査 に して も,そ れ らが,あ る作 業 にお け る個 体 の技 能 を,完 全 に 反 映

して い るか ど うか,検 証 で きな い ことが 多 い 。 この た め,具 体 的 な作 業 の 性 質 や そ の

変 化 か ら,技 能 を評 価 す る必 要 性 が あ る とい う[狩 野 1965:559-566]。 これ ま で み

て きた よ うに,突 き漁 にお け るoutput,す な わ ち命 中率(1回 ご との結 果 は,0ま た

は1と な る)や,そ の総 和 で あ る漁獲 高 は,比 較 的 よ く技能 を あ らわす と考 え られ る。

本 論 は,短 時 間 に お け る作 業 の 技 能 や そ の メ カニ ズ ムの 解 析 自体 が 目的 なの で はな く,

漁 獲 高 や その 経 年 変化 の資 料 に もとづ き,技 能 の適 応 的 意 義 につ い て考 察す る こと に

あ る ので,突 き活 動 の 内容 と,突 き漁 のoutputで あ る漁 獲 高 を 中 心 と した分 析 を,

次 に のべ る。

VI.バ バ ガ レ イ突 き技 能 の 分 析

1.活 動 分 析

  1)漁 場 利 用

 ババガレイ突き漁は,午 前7時 前後から昼すぎまで,お こなわれるのがふつうであ

る。突き漁師は,1日 の活動のうちに,何 度か,い かりをおろす場所を変える。活動

時間や場所にもよるが,少 ないときで1～2回,多 いときで10回前後の移動がおこな
                                    ひん

われる。そこで,漁 場利用の傾向を調べるため,突 き漁のおこなわれた漁場の利用頻
ど

度 を調 べ た 。 資 料 を収 集 す る さい,利 用 した 漁 場 名,場 所 が え の 回数 な ど の点 に着 目

した。 期 間 は,1972年1月24日 か ら,2月19日 まで で あ る。 この 期 間 中,漁 獲 の あ っ

た 日数 は14日 で あ った 。 お の お のの 日に,何 隻 の船 が 出漁 した か を み る と,2月10日

が21隻 と もっ と も多 く,2月13日 は,も っ と も少 な く2隻 で あ った 。

 この期 間 中,も っと も多 く利 用 され た の は,キ カ ラ ンジで あ る。 つ い で 多 い の が,
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表4 ババガ レイ突 き漁における漁場 の利用頻度(利 用の有無別)

数字は,お のおのの漁場でいかりをうった個体の数,()内 は不明の個体数

漁
場
 名

オ

キ

オ キ

キ カ ーラ

キ
カ

ラ

ド タ

カ

ワ

リ

サ

ザ

オ

ク

シ

ユ

ヤ

グ

シオ

オキ へ

サ

メ

ジ

ヤ

ツ

そ

の

出
漁個

月 日
イ
不

ノ ン

ネ ジ

ン

ジ 工

イ

シ

イ

シ

  モ

エ1リ
?
不

ぞ
不

ク ノ

チマ

オ

リ

カ

リ 他
体
数

1 24 2 3 14 7 15(2)

27 2 5 1 5 7

2 2 2 9 7 1 1 1 1 12(1)

4 11 4 4 2 2 5 1 1 1 13

5 1 8 3 1 3 1 1 11

6 1 2 15 5 1 1 3 1 2 1 16(1)

7 3 4 16 2 1 1 1 1 20

9 1 10 1 2 2 6 11

10 2 1 17 2 1 1 1 3 21

11 8 2 15 9 2 1 1 19

12 4 1 11 9 2 2 1 1 18

13 2 1 1 2

18 4 3 1 1 1 2 1 6

19 9 6 2 1 1 1 1 1 11

計 23i・4i・39 5・12・ 912 17 ・・{ 24 313 ・13 1・82(4)
1

ドエ,そ して 弁 天 島 附 近,オ キ ノ ネ,タ カ イ シ とつ づ く(表4)。 つ ぎ に,あ る個 体 が

出港 して か ら最 初 に む か う漁 場 は ど こか,に つ い て調 べ て み る と,や は り,キ カ ラ ン

ジ が利 用 され る頻 度 が も っ と も高 い。 また,2月2日 は,ド エ に8人,タ カ イ シ に3

人,キ カ ラン ジ に1人 とな って い る。 これ は,シ オ が は や い た め,な るべ くオ カ よ り

で漁 獲 した た めの 結 果 に ほ か な らな い。 これ と同 様 に,弁 天 島 附 近 は,キ カ ラ ンジ や

ドエ で は シオ が はや くて 突 けな い とき に利 用 され る。 こ こで は,お もに タ コや ウニ が

漁 獲 され る。

 と ころで,帰 港 す る前 に,最 終 的 に ど この 漁 場 に い たか を調 べ て み る と,非 常 にバ

ラ ツキが あ る ことが わ か る。 つ ま り,最 初 はキ カ ラ ンジ に集 中す るが,さ ま ざ ま な理

由 で個 体 独 自 の活 動 へ 分 散 す る傾 向 が あ る こ とを,端 的 に示 して い る。

  2) 漁 具 の使い わけ

 ババガレイを突 く漁法としては,ホ グッキ漁 とドンッキ漁の2種 類あることは,す

でに述べた。1月24日 か ら2月19日 までの期間に活動した個体は,ホ グのみを使った

ものと,ド ンッキとホグを使いわけしたものにわかれる。後者にふ くまれるのは,個
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写真4 キカ ランジ附近で操業す る漁船。遠景は北海道の山やま

体番 号9)で い う と,OM-6,0M-14,0M-16,0M-25,46歳 の個 体(1972年1月1

日当 時)の5人 で あ る10》。 この う ち,OM-29は,11日 中,9日 間, OM-16は,

11日 中,8日 間 まで,ド ンッ キ のみ を 使 用 して い る 。OM-29の 場 合,ホ グ の み使

用 した 日(2月7日)と,ホ グ と ドン ツキ を併 用 した 日(2月6日)が,そ れ ぞ れ1

日ず つ あ る。OM-16の 場 合,あ との3日 間 は,ホ グ と ドン ツキ を 併 用 して い る。

OM-14の 個 体 は,2月6日 に,シ オ が はや くな って か ら ドン ッキ漁 を は じめ,バ

バ ガ レイを10枚 だ け漁 獲 した 。OM-6の 場 合,出 漁 した13日 間 の う ち,ド ン ッキ の

み使 用 した 日が2日,ホ グ と ドンッ キ を併 用 した 日が4日 あ る。 いず れ も,シ オ が は

や くな った た め に,ホ グ の 操 作 が難 し くな り,ド ンッ キ に切 りか えた の で あ る。

 以 上 の よ うに,ド ンッキ を お こな う個 体 は非 常 にか ぎ られ て い る。 ふ つ う ホグ を 使

う個 体 で も,シ オ が はや い と き に,ド ンツ キ に切 りか え る例 は,ほ と ん どな い。 道 具

の切 りか え よ りむ しろ,場 所 を 変 え る場 合 の方 が,圧 倒 的 に 多 い 。

 漁 具 の 切 りか え は,弁 天 島 附 近 や,オ ク モ リ,タ カ イ シな ど の漁 場 で,ウ ニ を と る

                    また

場 合 に お こ る。 ウニ を と る漁 具 は,先 端 が三 叉 状 にわ か れ た 木 製 の は さ み具 で あ る。

これ を,バ バ ガ レイ の突 き刺 し具 の か わ りに つ け かえ て も ちい る。 ア ワ ビ突 き の解 禁

日に は,先 端 が 三 叉状 に わか れ た鋼 鉄 製 の ちが ね を使 い,ア ワ ビを突 く。 タ コ,ホ ヤ,

ア ン コウ な ど は,バ バ ガ レイ突 き と同 じ漁 具 で よ い(附 図1-1,1-2参 照)。 こ う したバ

9) 個体番号別 の一覧は,表8を 参照 されたい。

10)こ のさいこの個体を仮 に,OM-29と す る。
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バ ガ レイ以 外 の生 物 が漁 獲 され る こと は,量 的 に も頻 度 か らい って も,変 動 が あ る。

興 味 が あ る の は,帰 港 の途 中,あ る い は1日 の漁 活動 の後 半 にあ た る時 間帯 に,集 中

して お こな われ る,と い う こ とで あ る(表5)。

  3) 突 き の 時 間 と 命 中 率

 突 き活 動 に お け る時 間 や命 中率 を し らべ るた め,乗 船 に よ る時 間 研 究 を お こな った。

船 上 で は,機 関部 の後 側 に立 ち,ス トップ ・ウオ ッチ に よ り,作 業 の計 測 を お こな い,

記 録 した 。 乗船 は,1.月24日,2月4,5,6,7,10,1ユ,12日 の計8回,お こな

った 。対 象 と した個 体 は,8人 で,い ず れ も突 き漁 を 専 門 にす る もので あ る。 時 間研

究 に 先 だ って,筆 者 自 ら,ヶ ア ヒ と して 活 動 に 参 加 し,活 動 内容 の把 握 に つ とめ た。

 1回 ご との突 き に要 す る時 間 は,突 きの 動 作 に 入 って か ら,突 いた 瞬 間 ま で の間 隔

を 計 測 した 。計 測 の規 準 とな る突 き動 作 の 開 始 は,ホ グ ッ キが 両 手 で ホ グ を支 持 した

瞬 間 を さす もの と した。 バ バ ガ レイ を突 いた 場 合 と失 敗 した場 合 の割合 は,バ バ ガ レ

イの 枚 数 か ら明 確 に 知 る こ とが で き る。 なか に は,ケ ア ヒが ホ グ を船 に ひ きよ せ て,

バ バ ガ レイ を はず す まで の 段階 で,や す の先 か らはず れ て水 中 に落 ち る こ とが あ る。

そ の 場合 は,一 応,捕 獲 した もの とみ な し,別 に 「取 り逃 し」 と して 記 録 した 。

 表6に は,8名 の漁 師 のバ バ ガ レイ突 き の漁 獲 に関 す る記 録 が 示 さ れ て い る。 命 中

率 を,突 い た 回 数 に 対す る漁 獲 の 回数(あ る い はバ バ ガ レイ の枚 数)の 比 率 と して 求

めて み る と,命 中率 は,3割 台 か ら6割 台 と開 きが あ る(表6)。 命 中率 の差 異 は,個

      表6 バ バ ガ レ イ 突 き 漁 獲 に 関 す る 記 録
*()内 の数字は,失 敗回数のうち,ホ グが海底までとどかなかった場合の回数を示す。

月 日 作業時間 突 きの回数 漁 獲 率
単位時間あ
たりの平均

1枚 漁獲 す
るに要 する

個体番号 (1972年) (分) 成功1矧 合計 (成功/合計) 漁獲枚数
(枚/分)

平均時間
 (分)

OM-1 1月24日 210 122 79 201 0,607 0,581 1.72

OM-3 2月4日 151 69 91 160 0,431 0,457 2.19

(34)*

OM-9 2月5日 189 103 93 196 0,526 0,545 1.83

(21)
OM-15 2月6日 213 145 77 222 O,653 0,681 1.47

(37)

OM-18 2月7日 245 138 112 250 0,552 0,563 1.78

(59)

OM-26 2月10日 172 31 50 81 0,383 0,180 5.56

(22)
OM-4 2月11日 353 161 84 245 0,657 0,456 2.19

(24)
OM-14 2月12日 146 25 45 70 0,357 0,171 5.85

(18)
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体 や環 境 の諸 条 件 に よ って規 定 され る はず で あ るか ら,こ の 結果 を も って,た だ ちに

技 能 の優 劣 を評 価 す る こ と はで きな い。 も っと も,単 位時 間 あた りの 漁獲 枚数,あ る

い は1枚 漁 獲 す る に要 す る時 間 を み る と,活 動 の 効率 に は,非 常 な差 が あ る こ とがわ

か る。 と くに,OM-4やOM-14の 例 で は,1枚 のバ バ ガ レイを と るの に5分 以 上

も時 間 が か か って い る こ と にな る。 これ は,♂ くバ ガ レイ の発 見 や,ホ グ の操 作,あ る

い は,突 き動 作 の お くれ に,お もな原 因が あ る こ とが,観 察 に よ りた しか め られ て い

る。

 失 敗 を 大 き くわ け る と,海 底 で突 きそ こな う場 合 と,ホ グ先 が海 底 ま で と どか ず に,

手 が 水 中 に つ か って しま う場 合(「 チ ャポ ン」 とよ ば れ る失 敗)が あ る。 船 上 で の 観

察 で は,こ の2つ の場 合 を 区別 で きる ので,そ の割 合 が 表6に 示 して あ る。 これ によ

る と,ホ グ が 海 底 ま で と どか ず に突 きそ こな う失 敗 の 回 数 が全 体 に対 して 占 め る割合

は,個 体 に よ り20%か ら5300ま で 開 きが あ る。8人 の 個 体 の年 齢 に は偏 りが あ るの で,

必 ず しも失 敗 の 性質 との関 連 を 指摘 す る こ とはで きな い 。 しか し,OM-9は, OM-4

を のぞ く他 の 個 体 よ り,「 チ ャポ ン」 の失 敗 は少 な い 。 た とえ ば,OM-9とOM-26

の比 較(d.£=1,Xc2=7.Og Pく0.Ol)や, OM-9とOM-3 の 比 較(d・ £=1,Xc2

=4.12P<0.05)に よ って も明 らか で あ る11,。 これ は 大 胆 な推 論 に な るが,50歳 前 後

の個 体 はOOM-9の よ うな若 い個 体 に くらべ0深 さ感 覚 の機 能 が お と ろ え て い る こ

と を示 唆 して い る よ うに思 わ れ る。

 つ ぎ に,1回 の突 き活 動 に要 す る時 間 につ い て 検 討 してみ よ う。 筆 者 の 規 準 に した

が った観 察 資 料 に よ る と,突 き に要 す る最 低 の 時 間 は,4～12秒 まで で あ り,長 くて

も30～60秒 の間 で あ る。OM-14とOM-26の 例 を の ぞ け ば,も っと も頻 度 が 高 い

の は,12～20秒 前 後 で あ る。 突 きに要 す る時 間 は,シ オ の は や さ や,海 の深 さ に よ っ

て 影 響 を うけ る と思 われ る。 実 証 的 な数 字 を示 す こと はで きな い が,シ オ がお そ いほ

ど,要 す る時 間 は短 く,そ のバ ラ ッキ も少 な い と考 え られ る。 シオ が は や か った り,

海 面 の うね りが あ って ホ グの 操 作 が 困 難 な とき に は,時 間 も長 く,そ のバ ラツ キ も大

き くな る。 突 きに要 す る時 間 の頻 度 分 布 の 顕著 な例 は,附 図2-1,2-2に 示 した 。

 以 上 の結 果 お よび 推論 は,技 能 の 性格 や 差異 に つ いて の重 要 な 示唆 を ふ くむ が,比

較 の上 で は,資 料 不 足 で あ る。outputに して も,年 間 あ るい は,も っ と長 期 間 にわ

た る追 跡 が 必 要 と思 わ れ る。 と くに,1972年 以 降 の は え なわ と刺 し網 導 入 に と もな う

一一連 の 変 化 は ,漁 獲 高 に も影 響 が あ らわ れ て い る 。 そ こで,漁 獲 高 を 中心 と した 分 析

11)2×2の マ トリッ クスのX2。検定 に は,以 下 の式 を もち いて 検 定を お こな う[FRIEDMAN 1972:21]。

     x。』 Σ(10翌 一'ノ2)2・ 、顯 値E、 実験値
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を通じて,突 き漁の技能の問題を次にとりあげることにする。

2.漁 獲 高 の 分 析

 筆者は,大 間漁業協同組合に保管されている鮮魚水揚高台帳をもとに,10年 間(1967

～1977年)に わたる個体別の漁獲高(単 位はキログラム)を 記録 した。この資料をも

とに分析を試みることにする。

  1) 出 漁 個 体 数

 水揚 高 台 帳 にバ バ ガ レイ を漁 獲 した と して 記載 さ れた す べ て の もの に た い して,1

シー ズ ン(12～3月)に 何 日間,出 漁 したか を,10年 間 に わ た って 累 計 して み る と,

次 の こ とが わか る。 あ る漁 師 の1シ ー ズ ン最 多 出漁 日数 は,せ いぜ い30日 ま で で あ る。

しか も,年 間20日 以 上,出 漁 した もの は例 年,2～3人 で あ り,最 大,4人 ま で に か

ぎ られ る。 年 聞10日 以 上 の 出漁 日数(正 確 に は,組 合 を 通 じて販 売 した 日数)を もつ

もの に して も,年 平 均,約10人 で あ り,そ の年 ご と に 出漁 した漁 師全 体 の2～4割 ま

で で あ る。 大 間 の漁 業 組 合 員 数 を,大 ざ っぱ に800人 前 後 とす る と,毎 年,バ バ ガ レ

イ突 き漁 に従 事 す る の は,そ の1割 に も満 た な い。 ま して,年 間10日 以 上,出 漁 す る

もの は,ご くか ぎ られ て い る(表7)。

 つ ぎ に,経 年 変 化 で 注 目すべ き こ と は,1971年 を境 と して,年 間 の 出漁 者 数 が減 少

す る傾 向 に あ る こ とで あ る。 た だ し,1974年 は40人 で あ り,1968,69年 度 と大 差 は な

い 。 しか し,よ く調 べ て み る と,1975年 の正 月 あ けの1月4日 に31人 が 出漁 し,そ の

う ち,こ の 日のみ(し た が って,年 間 に一 度 だ け)出 漁 した もの が14人 い る。 この よ

う に,年 末 や年 始 の とき のみ に 出漁 す る漁 師 は,例 外 とみ なす べ きで あ ろ う。

  2) 技 術 の 変 化 と 漁 獲 高 の 動 向

 漁 獲 高 の経 年変 化 は,と くにサ ンプ リング した個 体28人 に つ い て の結 果 を の べ る。

   表7 バ バ ガ レ イ 突 き 漁 の 出 漁 者 数

*た とえば,1967は,1967年12月 ～1968年3月 末までの期間 を示す。

出漁日数  
(日)

年   度* 合 計
(人)・9671・968i・96gi・97・1197・1・97・1・9731・9741・9751・976

0～9

10～19

20～

39

 5

 3

23

10

 4

29

11

 3

54

12

 2

  21

  13

   4
[

21

 6

 1

18

 6

 1

32

 7

 1

19

 4

 2

13

 3

 3

269

77

24

合 計i47137!43i68138128125!4・1251・gi37・
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こ の28人 の年 齢 を み る と,50歳 代 の もの が15人 と多 い。 つ いで,40歳 代(5人),60歳

代(4人),30歳 代(3人),70歳 代(1人)の 順 に な って い る。30歳 以 下 の若 年 の突

き漁 師 は ま った くい な い。 以 上 の こ とは,バ バ ガ レイ突 き漁 が,現 在,中 ・高 年 齢 層

の漁 民 に よ って,お もに な され て い る こ とを端 的 に 示 して い る。

 これ らの28人 に つ いて,出 漁 日数,漁 獲 高,1日 あ た りの平 均 漁 獲 高(単 位 は,キ

ログ ラム/日)を 示 した のが 表8で あ る 。 これ に よ る と,1日 あ た りの平 均漁 獲 高 や,

出漁 日数 に は,個 体 に よ って 相 当 な 開 き が あ る。 毎年,漁 獲 高 の上 位 を 占め る ものを

み る と,比 較 的,変 動 が ない 。 個体 番 号 で い う と,OM-1,0M-2, OM-3,0M-9,

OM-16の5人 の いず れ か3人 が,つ ね に漁 獲 高 の上 位3位 以 内に あ る。 OM-1は,

表8 バ バ ガ レイ漁獲 高 の 個体 別 一 覧表(1967・12～1977.・3月)

個体番号 年 令 総漁獲高 (
kg)

出漁 日数
 (日)

操業年数
 (年)

単位日あた り
の平均漁獲 高
 (kg/日)

OM一 ユ 45 18597.2 240 10 77.5

OM-2 53 8148.0 128 9 63.7

OM-3 54 11880.6 194 10 61.2

OM-4 50 5768.6 107 10 54.1

OM-5 42 3549.2 77 9 46.1

OM-6 62 2265.8 71 4 31.9

OM-7 30 3177.6 103 6 30」9

OM-8 64 2323.0 56 4 41.5

OM-9 33 8205.0 127 6 64.6

OM-10 50 2887.0 60 7 48.1

0]M-11 39 1312.4 28 7 46.9

OM-12 52 2870.0 87 10 33.0

OM-13 66 658.2 27 7 24.4

OM-14 54 4302.7 83 7 51.8

OM-15 52 3869.0 71 8 54.5

OM-16 53 6994.0 118 10 59.3

OM-17 59 1659.6 37 8 44.9

OM-18 54 3255.4 57 5 57.1

OM-19 55 2365.2 43 7 55.0

OM-20 45 2545.6 50 5 50.9

OM-21 53 9ユ8.0 27 5 34.0

OM-22 53 1746.5 45 8 38.8

OM-23 47 3917.2 58 7 67.5

OM-24 70 1304.6 38 8 34.3

OM-25 64 1834.0 58 8 31.6

OM-26 59 1258.0 26 3 48.4

OM-27 54 891.4 23 4 38.8

OM-28 42 958.4' 20 4 47.9
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10年 の うち8年 間 ま で,漁 獲 高 は1位 で あ る。 出漁 日数 の 増 加 に と もな って,漁 獲 高

が 増 す の は,あ る意 味 で 当 然で あ る一。 しか し,1日 あた りの平 均漁 獲 高 の数 字 が 示 す

よ うに,そ の差 は,24.4か ら77.5と 差 が 大 きい。outputの 差 は,か な り個 体 の技 能

程 度 の差 を反 映 して い る と思 わ れ る。 た とえ ば,つM-7とOM-9は,ユ971年 よ り,

と もに ホ グ ッ キ漁 を は じめ た が,6年 間を 通 じた漁 獲 高 の差 は,非 常 に顕 著 で あ る。

 この10年 間 の うち に,突 き漁 を あ らた に は じめ た もの(OM-7,0M-9)よ り も,

や めた り,出 漁 日数 が少 な くな った もの の方 が 圧 倒 的 に多 い。 この こ とは,突 き漁 を

お こな う漁 師 が,全 体 と して 老齢 化 し,生 産 の規 模縮 小 が進 行 す る こ とを意 味す る 。

この要 因 と して,は え なわ と刺 し網 の導 入 が,大 きな契 機 とな って い るの で あ る 。 調

査 個 体28人 が,新 しい漁 法 の導 入 に た い して,ど の よ うな対 応 を 示 した か は 興 味 が あ

る。 突 き漁 師 の 対応 様式 は,大 き くみ る と,新 しい漁 法 へ と適応 して い った もの と,

表9 はえなわ漁,刺 し網漁へ転換 した個体の漁獲記録

    L;は えなわ漁 S;突 き漁 N;刺 し網漁

    数字は漁獲高(kg),()は 出漁 日数を示す。

個体番号 漁法
年   度

合  計
・972i・9731・9741・975 1976

OM-2 L

S

煙

147.2(4)

965.4(11)

   一

122.2(4)

752.0(9)

   一

   一

330.2(9)

380.8(11)

    一

  60.0(1)
2256.4(29)

   一

    一

2484.1(31)

269.4(8)

2107.6(30)

5121.3(71)

OM-14 L

S

N

2145.6(24)

  68.Q(2)

    一

2079.6(24)

153.Q(1)

    一

2381.6(27)
    -

429.3(10)

758.0(17)
    -

4G77.2(43)

   一

    一

2558.2(28)

7364.8(92)

221.O(3)

7064.7(81)

OM-7
(OM-6)

L

S

327.0(9)

335.2(6)

374.2(8)

329.2(11)

   一

571.8(19)

     一

  428.2(15)
1

   一

545.2(22)

701.2(17)

2209.6(73)

・M-281LI23・6・ ・(3・) 1969.0(28) 83…(・5)i一 一15・15 ・・(74)

OM-4 L

S

28.0(2)

380.O(4)

73.0(1)

311.0(3)

   一一

593.8(14)

   一

225,3(8)

  一

183,3(9)

101.0(3)

1693.4(38)

OM-23 L

S

52。O(1)

737.8(10)

   一

757.0(11)

   一

464.O(7)

   一

158.4(3)

一

一

          一

  52.0(1)

2117.2(31)

OM-26 L

N

1720.9(28)

    一

1479.2(27)

    一    、

2122.2(28)

    一

1617.9(25)

1558.3(10)

   {

2488.2(28)

6940.2(108)

4046.5(38).

OM-27 L

N

7.0(1)

一

7.0(1)

一

99.0(1)

  一

一

一

    一

3263.6(28)

113.0(3)

3263.6(28)

OM-20 S

L

   一

2177.0(36)

   一

1766,6(33)

   『

1829,0(26)

114.0(3)

370.8(14)

   一

490。0(12)

   114.0(3)

  6633.4(121)
'
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そ うで な い もの にわ けて考 え る こ とがで き る。

 まず,前 者 につ いて の 例 を 示 そ う。表9に は,1972年 以 降,あ らた に は え なわ 漁 と

刺 し網 漁 の,両 方 あ る い はい ず れ か に着 手 した漁 師 の,そ れ ぞ れ の 漁 法 に よ る 出漁 日

数,漁 獲 高 が 示 され て い る。1972年12月 か ら,新 し くはえ な わ漁 を 開 始 した もの は,

28人 中,6人 で あ る12)。1974年 か らは じま った刺 し網 漁 に は,2人 が,1975年 と1976

年 に は,さ らに1人 ず つ加 わ り,計4人 とな った 。 この な か に は,ま った く突 き漁 を

お こな わ な くな った もの と,突 き漁 を お こな い なが ら はえ な わ漁 や刺 し網 漁 を お こな

って い る もの に,区 別 す る こ とがで き る。0

 個 体 別 に み る と,OM-20は,突 き漁 か らは えな わ漁 に 転 換 した 。 OM-26も,

1974年3月 まで,は えな わ漁 を お こな い,1974年12月 か ら,は え な わ漁 と刺 し網 漁 を

平 行 して お こな って い る。1976年 か らは,刺 し網 漁 の み に き りか えて い る。OM-2

は,1972年 か ら1975年 度 ま で,突 き漁 と 平 行 して,は え な わ漁 や 刺 し網 漁 を お こな

い,1976年 度 か らは,刺 し網 漁 のみ に従事 した。OM-14も,は えな わ 漁 に着 手 す る

一 方
,突 き漁 を わず か につ づ け,刺 し網 を は じめて か ら は,ま った く 刺 し網 漁 に依

存 した 。OM-27は,1976年 度 の 出漁 日 も28日 と多 く,刺 し網 漁 に よ り,3,000 kg以

上 の 漁 獲 高 を記 録 して い る。 そ れ まで の3年 間 は,サ メ の刺 し網漁 に従 事 して いた 。

 はえ な わ漁 や刺 し網 漁 を は じめ た漁 師 の 出漁 日数 や漁 獲 高 をみ る と,そ の い ち じる

しい 増 加 が み られ る。 た とえ ば,OM-20の 場 合,は え な わ漁 開 始 ま で の4年 間 の 出

漁 日数 は47日,漁 獲 高 は600kgあ ま りで あ った のが,は え な わ漁 を は じめ る こ とに

よ り,出 漁 日数 は5年 間 で124日(年 平 均,24日 以 上),漁 獲 高 は年 平 均,約1.3ト ン と

な って い る。刺 し網 漁 の 場 合 も,相 当 な漁 獲 高 の 増 加 傾 向 が あ る。1日 あた りの漁 獲

高 で は,突 き漁 で も っと も漁 獲 のあ った ものを 上 ま わ って い る。 はえ なわ 漁 や 刺 し網

漁 の方 が,漁 獲i高の 点 で,突 き漁 よ り も上 ま わ る傾 向 が あ る に もか か わ らず,再 び,突

き漁 に もど った例 がOM-7の 場 合 で あ る。1972年 よ り,は え なわ 漁 と突 き漁 を 併用

した が,は えな わ漁 に よ る生 産 が思 わ し くな い た め に,突 き漁 に切 りかえ た の で あ る。

 上 記 の例 は,い ず れ も,突 き漁 か らはえ なわ 漁 や 刺 し網 漁 へ の転 換 をお こな った場

合 で あ る。 一 方,新 しい漁 法 へ の適応 を果 た さ なか った もの が い る。 これ に は,は え

な わ漁 や 刺 し網 漁 の 開始 に よ り,突 き漁 自体 をや め,別 の漁 業 に転 換 した もの,は え

な わ漁 を少 しは じめ た が うま くゆ かず,突 き漁 に も ど った もの,従 来 通 り,引 きつ づ

い て突 き漁 を お こな って い る ものな ど,対 応 の仕 方 は さま ざ ま で あ る(表10)。

12)表9の うち,OM-4,0M-23,0M-27は,他 の個体の手伝い として,は えなわ漁に参加 した。

 表の数字は,そ の歩合を示す。 したがって,1972年 よりはえなわ漁に実際,着 手 したのは,表

 に示 された9人 中,6人 となる。
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表10 はえなわ,刺 し網導入前後における突き漁師の活動と漁獲高 の動向

 S;突 き漁 L;は えなわ漁 N;刺 し網漁

 ()は,ケ アヒとして参加 したことを示す。そのさいの歩合高や,

 出漁日数もふくまれるものとする。

1967.12～1972.3 1972.12～1977.3 漁 法
個体番号 漁

(獲kg)高醜B数 陣 鶴 数
漁 獲 高
  (kg)

出醐 数1出鶴 数 1972.12.

以  降

1 9490.6 128 5 9106.6 112 5 S

2 6040.4 98 5 7498.3 109 5 S,L, N

3 7576.0 112 5 4304.6 82 5 S

4 4075.2 69 5 1794.4 41 5 S,(L)

5 3003.2 65 5 546.0 12 4 S

6 2265.8 71 4 一 『 『

7 一 一 『 2910.8 90 5 S,L

8 2323.0 56 4 一 『 一

9 1758.0 23 1 6447.0 104 5 S

10 2800.0       、 58 5 87.0 2 2 S

11 1086.0 22 4 226.4 6 3 S

12 1724.0 47 5 1146.0 40 5 S

13 517.0 17 4 141.2 10 3 S

14 3881.7 80 5 14650.5 176 5 S,L,N

15 3538.6 62 5 330.4 9 3 S

16 3338.0 50 5 3656.0 68 5 S

17 1010.4 21 4 649.2 16 4 S

18 3255.4 57 5 一 一 『

19 1677.8 27 3 687.4 16 4 S

20 2431.6 47 4 6747.4 124 5 S,L

21 858.0 26 5 60.0 1 1 S

22 1444.2 32 5 302.3 13 3 S

23 1800.O 27 3 2169.2 32 4 S,(L)

24 769.4 15 4 535.2 23 4 S

25 753.0 17 3 1081.0 41 5 S

26 1258.0 26 3 10986.7 146 5 L,N

27 891.4 23 4 3376.6 31 4 N,(L)

28 958.4 20 4 5115.0 74 3 上

 1972年 以 降,突 き漁 の 出漁 日数 が 減 少 な い し,ま った くない もの が い る。OM-5,

OM-10,0M-I l, OM-15,0M-21,0M-27,0M-28な どが そ うで あ る。 こ う し

た もの に共 通 す る の は,は え な わ漁 の開 始 と と もに,ア ワ ビや ウニ の突 き漁,タ コー

本 釣 り漁,サ メ刺 し網 漁,マ スー 本 釣 り漁(3月 以 降)な ど に転 換 した,と い う こと

で あ る。 た だ し,上 記 の ど め漁 師 もが,す べ て 同 一 種 類 の漁 業 に切 りか え る こ とがで

きた わ けで はな い 。 サ メ刺 し網 漁 の よ うに,人 手 と資 金 の 必要 な漁 業 を は じめ るだ け

の余 裕 の あ った もの は,OM-15,0M-18,0M-27な どで あ り,そ の ほ か は,ア ワ
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ビや ウニ な どの ネ ッ キ モ ノを と るか
,タ コの一 本 釣 り漁 を お こ な って い る ので あ る。

 最 後 に,新 しい漁 法 の導 入 にか か わ らず,突 き漁 の み を お こ な って い る漁 師 が い る。

これ に は,OM-1,0M-3,0M-9,0M-16,0M-24,0M-25な ど がふ くま れ る。

OM-1,0M-3,0M-9,0M-16は い ず れ も,出 漁 日数,漁 獲 高 の 多 い,い わ ば専

門 的突 き漁 師 で あ る。OM-24とOM-25は,60歳 以 上 の高 齢 に もかか わ らず,突

き漁 を お こな って い る。 しか し,OM-1やOM-16の 場 合 ほ ど,バ バ ガ レイ の 漁獲

高 は多 くな い 。

 以 上 の よ うに,は え な わ漁 と刺 し網 漁 の導 入 に よ り,突 き漁 に従 事 して きた 漁 民 は,

さま ざ まな 活 動 上 の選 択 を と げた 。 これ を,つ ぎ の よ うに ま とめ る ことが で き る。

 第1に,数 名 の 突 き専 門漁 師 は,新 しい漁 法 へ の 転換 を果 た さず,自 らの 技 能 に依

存 す る道 を と った 。

 第2に,は え な わ漁 や 刺 し網 漁 に 着 手 した もの は,漁 獲 高 の飛 躍 的 な 増 加 を 契 機 と

して,徐 々に,あ る い は急 速 に突 き漁 か ら,か け離 れ て しま う。

 第3に,あ る漁 師 は,突 き漁 の 漁 獲 高 の 減少 か ら,バ バ ガ レイ漁 以 外 の 漁 業 に転 換

した 。

 第4に,一 部 の 高年 齢 の突 き漁 師 は,突 き漁 に よ る漁獲 高 が低 い に もか か わ らず,

伝 統 的 漁 法 を 踏襲 した。

 あ えて い うな ら,第5の 類 型 と して,散 発 的 に突 き漁 を お こな う漁 師 や,今 後,刺

し網 漁 や はえ な わ 漁 を は じめ る潜 在 的 な 可能 性 を もつ もの が い る ことを 指 摘 で きる 。

 した が って,現 在,突 き漁 に従 事 す るの は,お もに,第1と 第4に ふ くま れ る個 体

の みで あ る。注 目 しな け れ ば な らな い の は,か な らず し も熟 練 した突 き漁 師 ば か りで

は な く,以 前,ホ グ を使 って よ くもの を と った老 漁 民 も,こ の な か にふ くま れ て い る

ことで あ る。

                         り            

 私は,第4の0型 にはいる老漁民の行動は,い わゆる漁師根性 といわれる競争心や,

努力,誇 りに裏付け られていると考える。とくに,突 き漁のような個体の技能が重要

な場合,単 なる経済的な損得勘定の考えからのみ,行 動がきめられるのではないこと

を示 している。

VL討 論

 これまでの分析結果を,よ りひろい角度から検討するため,突 き漁における技術の

生態学的な位置づけと,突 き漁の技術の習得と継承に関する,社 会学的 ・心理学的な

側面についての討論をおこなう。
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